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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力部材の回転を予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、該第１
中間出力経路よりも変速比が大きく、該入力部材の回転を該第１中間出力経路よりも低回
転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第１変速部と、
　第２－１遊星歯車装置、第２－２遊星歯車装置、および第２－３遊星歯車装置のサンギ
ヤ、キャリア、およびリングギヤの一部が互いに連結されることによって５つの回転要素
が構成されるとともに、該５つの回転要素の回転速度を直線で表すことができる共線図上
において該５つの回転要素を一端から他端へ向かって順番に第１回転要素、第２回転要素
、第３回転要素、第４回転要素、および第５回転要素とした時、該第１回転要素は第１ブ
レーキによって選択的に回転停止させられ、該第２回転要素は第２ブレーキによって選択
的に回転停止させられ、該第５回転要素は第１クラッチを介して前記第２中間出力経路に
選択的に連結され、該第１回転要素は第２クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択
的に連結され、該第２回転要素は第３クラッチを介して前記第１中間出力経路に選択的に
連結され、該第３回転要素は第４クラッチを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結
され、該第４回転要素は出力部材に連結されて回転を出力する第２変速部と、
　を有し、前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えることにより複数の
変速段が成立させられる
　ことを特徴とする多段変速機。
【請求項２】
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　前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えることにより正回転方向へ少
なくとも７段の変速段が成立させられる
　ことを特徴とする請求項１に記載の多段変速機。
【請求項３】
　入力部材の回転を予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、該第１
中間出力経路よりも変速比が大きく、該入力部材の回転を該第１中間出力経路よりも低回
転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第１変速部と、
　第２－１遊星歯車装置、第２－２遊星歯車装置、および第２－３遊星歯車装置のサンギ
ヤ、キャリア、およびリングギヤの一部が互いに連結されることによって５つの回転要素
が構成されるとともに、該５つの回転要素の回転速度を直線で表すことができる共線図上
において該５つの回転要素を一端から他端へ向かって順番に第１回転要素、第２回転要素
、第３回転要素、第４回転要素、および第５回転要素とした時、該第１回転要素は第１ブ
レーキによって選択的に回転停止させられ、該第２回転要素は第２ブレーキによって選択
的に回転停止させられ、該第５回転要素は第１クラッチを介して前記第２中間出力経路に
選択的に連結され、該第１回転要素は第２クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択
的に連結され、該第２回転要素は第３クラッチを介して前記第１中間出力経路に選択的に
連結され、該第３回転要素は第４クラッチを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結
され、該第４回転要素は出力部材に連結されて回転を出力する第２変速部と、
　を備えている一方、
　前記第１クラッチおよび前記第２ブレーキが係合させられることによって成立する最も
大きい変速比の第１変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第１変速段よりも変速比が小さい第２変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第２クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第２変速段よりも変速比が小さい第３変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第３クラッチ、または該第１クラッチおよび前記第４クラ
ッチが係合させられることによって成立する、前記第３変速段よりも変速比が小さい第４
変速段、
　前記第３クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第４変速段よりも変速比が小さい第５変速段、
　前記第２クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第５変速段よりも変速比が小さい第６変速段、
　前記第４クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第６変速段よりも変速比が小さい第７変速段、
　前記第３クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第７変速段よりも変速比が小さい第８変速段、
　のうちの７つの変速段を用いて変速が行われる
　ことを特徴とする多段変速機。
【請求項４】
　入力部材の回転を予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、該第１
中間出力経路よりも変速比が大きく、該入力部材の回転を該第１中間出力経路よりも低回
転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第１変速部と、
　第２－１遊星歯車装置、第２－２遊星歯車装置、および第２－３遊星歯車装置のサンギ
ヤ、キャリア、およびリングギヤの一部が互いに連結されることによって５つの回転要素
が構成されるとともに、該５つの回転要素の回転速度を直線で表すことができる共線図上
において該５つの回転要素を一端から他端へ向かって順番に第１回転要素、第２回転要素
、第３回転要素、第４回転要素、および第５回転要素とした時、該第１回転要素は第１ブ
レーキによって選択的に回転停止させられ、該第２回転要素は第２ブレーキによって選択
的に回転停止させられ、該第５回転要素は第１クラッチを介して前記第２中間出力経路に
選択的に連結され、該第１回転要素は第２クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択
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的に連結され、該第２回転要素は第３クラッチを介して前記第１中間出力経路に選択的に
連結され、該第３回転要素は第４クラッチを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結
され、該第４回転要素は出力部材に連結されて回転を出力する第２変速部と、
　を備えている一方、
　前記第１クラッチおよび前記第２ブレーキが係合させられることによって成立する最も
大きい変速比の第１変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第１変速段よりも変速比が小さい第２変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第２クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第２変速段よりも変速比が小さい第３変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第３クラッチ、または該第１クラッチおよび前記第４クラ
ッチが係合させられることによって成立する、前記第３変速段よりも変速比が小さい第４
変速段、
　前記第３クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第４変速段よりも変速比が小さい第５変速段、
　前記第２クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第５変速段よりも変速比が小さい第６変速段、
　前記第４クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第６変速段よりも変速比が小さい第７変速段、
　前記第３クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第７変速段よりも変速比が小さい第８変速段、
　の８つの変速段を用いて変速が行われる
　ことを特徴とする多段変速機。
【請求項５】
　前記第２－１遊星歯車装置はダブルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はシング
ルピニオン型で、前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、
　前記第１回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤおよび前記
第２－３遊星歯車装置のサンギヤで、前記第２回転要素は前記第２－２遊星歯車装置のリ
ングギヤで、前記第３回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のリングギ
ヤ、前記第２－２遊星歯車装置のキャリア、および前記第２－３遊星歯車装置のキャリア
で、前記第４回転要素は互いに連結された前記第２－２遊星歯車装置のサンギヤおよび前
記第２－３遊星歯車装置のリングギヤで、前記第５回転要素は前記第２－１遊星歯車装置
のキャリアである
　ことを特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載の多段変速機。
【請求項６】
　前記第２－１遊星歯車装置はダブルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はシング
ルピニオン型で、前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、
　前記第１回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のキャリアおよび前記
第２－３遊星歯車装置のサンギヤで、前記第２回転要素は前記第２－２遊星歯車装置のリ
ングギヤで、前記第３回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のリングギ
ヤ、前記第２－２遊星歯車装置のキャリア、および前記第２－３遊星歯車装置のキャリア
で、前記第４回転要素は互いに連結された前記第２－２遊星歯車装置のサンギヤおよび前
記第２－３遊星歯車装置のリングギヤで、前記第５回転要素は前記第２－１遊星歯車装置
のサンギヤである
　ことを特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載の多段変速機。
【請求項７】
　前記第２－１遊星歯車装置はシングルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はダブ
ルピニオン型で、前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、
　前記第１回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤおよび前記
第２－２遊星歯車装置のサンギヤで、前記第２回転要素は前記第２－３遊星歯車装置のリ
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ングギヤで、前記第３回転要素は互いに連結された前記第２－２遊星歯車装置のリングギ
ヤおよび前記第２－３遊星歯車装置のキャリアで、前記第４回転要素は互いに連結された
前記第２－１遊星歯車装置のキャリア、前記第２－２遊星歯車装置のキャリア、および前
記第２－３遊星歯車装置のサンギヤで、前記第５回転要素は前記第２－１遊星歯車装置の
リングギヤである
　ことを特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載の多段変速機。
【請求項８】
　前記第２－１遊星歯車装置はシングルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はダブ
ルピニオン型で、前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、
　前記第１回転要素は互いに連結された前記第２－２遊星歯車装置のサンギヤおよび前記
第２－３遊星歯車装置のサンギヤで、前記第２回転要素は前記第２－１遊星歯車装置のリ
ングギヤで、前記第３回転要素は前記第２－１遊星歯車装置のキャリアで、前記第４回転
要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤ、前記第２－２遊星歯車装
置のリングギヤ、および前記第２－３遊星歯車装置のキャリアで、前記第５回転要素は互
いに連結された前記第２－２遊星歯車装置のキャリアおよび前記第２－３遊星歯車装置の
リングギヤである
　ことを特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載の多段変速機。
【請求項９】
　前記第２－１遊星歯車装置はダブルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はシング
ルピニオン型で、前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、
　前記第１回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤおよび前記
第２－２遊星歯車装置のサンギヤで、前記第２回転要素は前記第２－３遊星歯車装置のリ
ングギヤで、前記第３回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のリングギ
ヤおよび前記第２－３遊星歯車装置のキャリアで、前記第４回転要素は互いに連結された
前記第２－２遊星歯車装置のキャリアおよび前記第２－３遊星歯車装置のサンギヤで、前
記第５回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のキャリアおよび前記第２
－２遊星歯車装置のリングギヤである
　ことを特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載の多段変速機。
【請求項１０】
　前記第２－１遊星歯車装置はシングルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はシン
グルピニオン型で、前記第２－３遊星歯車装置はダブルピニオン型であり、
　前記第１回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤおよび前記
第２－３遊星歯車装置のサンギヤで、前記第２回転要素は互いに連結された前記第２－２
遊星歯車装置のリングギヤおよび前記第２－３遊星歯車装置のリングギヤで、前記第３回
転要素は前記第２－２遊星歯車装置のキャリアで、前記第４回転要素は互いに連結された
前記第２－１遊星歯車装置のキャリア、前記第２－２遊星歯車装置のサンギヤ、および前
記第２－３遊星歯車装置のキャリアで、前記第５回転要素は前記第２－１遊星歯車装置の
リングギヤである
　ことを特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載の多段変速機。
【請求項１１】
　前記第２－１遊星歯車装置はダブルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はシング
ルピニオン型で、前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、
　前記第１回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤおよび前記
第２－１遊星歯車装置のサンギヤで、前記第２回転要素は互いに連結された前記第２－１
遊星歯車装置のリングギヤおよび前記第２－３遊星歯車装置のリングギヤで、前記第３回
転要素は前記第２－３遊星歯車装置のキャリアで、前記第４回転要素は互いに連結された
前記第２－２遊星歯車装置のキャリアおよび前記第２－３遊星歯車装置のサンギヤで、前
記第５回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のキャリアおよび前記第２
－２遊星歯車装置のリングギヤである
　ことを特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載の多段変速機。
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【請求項１２】
　入力部材の回転を予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、該第１
中間出力経路よりも変速比が大きく、該入力部材の回転を該第１中間出力経路よりも低回
転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第１変速部と、
　ダブルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、シングルピニオン型の第２－２遊星歯車装
置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、該第２－１遊星歯車装置
のサンギヤおよび該第２－３遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１回転要素が
構成され、該第２－２遊星歯車装置のリングギヤによって第２回転要素が構成され、該第
２－１遊星歯車装置のリングギヤ、該第２－２遊星歯車装置のキャリア、および該第２－
３遊星歯車装置のキャリアが互いに連結されて第３回転要素が構成され、該第２－２遊星
歯車装置のサンギヤおよび該第２－３遊星歯車装置のリングギヤが互いに連結されて第４
回転要素が構成され、該第２－１遊星歯車装置のキャリアによって第５回転要素が構成さ
れているとともに、該第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させられ、
該第２回転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、該第５回転要素は第
１クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第１回転要素は第２ク
ラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第２回転要素は第３クラッ
チを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第３回転要素は第４クラッチを
介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第４回転要素は出力部材に連結され
て回転を出力する第２変速部と、
　を有し、前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えることにより複数の
変速段が成立させられる
　ことを特徴とする多段変速機。
【請求項１３】
　入力部材の回転を予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、該第１
中間出力経路よりも変速比が大きく、該入力部材の回転を該第１中間出力経路よりも低回
転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第１変速部と、
　ダブルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、シングルピニオン型の第２－２遊星歯車装
置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、該第２－１遊星歯車装置
のキャリアおよび該第２－３遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１回転要素が
構成され、該第２－２遊星歯車装置のリングギヤによって第２回転要素が構成され、該第
２－１遊星歯車装置のリングギヤ、該第２－２遊星歯車装置のキャリア、および該第２－
３遊星歯車装置のキャリアが互いに連結されて第３回転要素が構成され、該第２－２遊星
歯車装置のサンギヤおよび該第２－３遊星歯車装置のリングギヤが互いに連結されて第４
回転要素が構成され、該第２－１遊星歯車装置のサンギヤによって第５回転要素が構成さ
れているとともに、該第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させられ、
該第２回転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、該第５回転要素は第
１クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第１回転要素は第２ク
ラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第２回転要素は第３クラッ
チを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第３回転要素は第４クラッチを
介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第４回転要素は出力部材に連結され
て回転を出力する第２変速部と、
　を有し、前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えることにより複数の
変速段が成立させられる
　ことを特徴とする多段変速機。
【請求項１４】
　入力部材の回転を予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、該第１
中間出力経路よりも変速比が大きく、該入力部材の回転を該第１中間出力経路よりも低回
転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第１変速部と、
　シングルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、ダブルピニオン型の第２－２遊星歯車装
置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、該第２－１遊星歯車装置
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のサンギヤおよび該第２－２遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１回転要素が
構成され、該第２－３遊星歯車装置のリングギヤによって第２回転要素が構成され、該第
２－２遊星歯車装置のリングギヤおよび該第２－３遊星歯車装置のキャリアが互いに連結
されて第３回転要素が構成され、該第２－１遊星歯車装置のキャリア、該第２－２遊星歯
車装置のキャリア、および該第２－３遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第４回
転要素が構成され、該第２－１遊星歯車装置のリングギヤによって第５回転要素が構成さ
れているとともに、該第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させられ、
該第２回転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、該第５回転要素は第
１クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第１回転要素は第２ク
ラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第２回転要素は第３クラッ
チを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第３回転要素は第４クラッチを
介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第４回転要素は出力部材に連結され
て回転を出力する第２変速部と、
　を有し、前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えることにより複数の
変速段が成立させられる
　ことを特徴とする多段変速機。
【請求項１５】
　入力部材の回転を予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、該第１
中間出力経路よりも変速比が大きく、該入力部材の回転を該第１中間出力経路よりも低回
転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第１変速部と、
　シングルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、ダブルピニオン型の第２－２遊星歯車装
置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、該第２－２遊星歯車装置
のサンギヤおよび該第２－３遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１回転要素が
構成され、該第２－１遊星歯車装置のリングギヤによって第２回転要素が構成され、該第
２－１遊星歯車装置のキャリアによって第３回転要素が構成され、該第２－１遊星歯車装
置のサンギヤ、該第２－２遊星歯車装置のリングギヤ、および該第２－３遊星歯車装置の
キャリアが互いに連結されて第４回転要素が構成され、該第２－２遊星歯車装置のキャリ
アおよび該第２－３遊星歯車装置のリングギヤが互いに連結されて第５回転要素が構成さ
れているとともに、該第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させられ、
該第２回転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、該第５回転要素は第
１クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第１回転要素は第２ク
ラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第２回転要素は第３クラッ
チを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第３回転要素は第４クラッチを
介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第４回転要素は出力部材に連結され
て回転を出力する第２変速部と、
　を有し、前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えることにより複数の
変速段が成立させられる
　ことを特徴とする多段変速機。
【請求項１６】
　入力部材の回転を予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、該第１
中間出力経路よりも変速比が大きく、該入力部材の回転を該第１中間出力経路よりも低回
転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第１変速部と、
　ダブルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、シングルピニオン型の第２－２遊星歯車装
置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、該第２－１遊星歯車装置
のサンギヤおよび該第２－２遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１回転要素が
構成され、該第２－３遊星歯車装置のリングギヤによって第２回転要素が構成され、該第
２－１遊星歯車装置のリングギヤおよび該第２－３遊星歯車装置のキャリアが互いに連結
されて第３回転要素が構成され、該第２－２遊星歯車装置のキャリアおよび該第２－３遊
星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第４回転要素が構成され、該第２－１遊星歯車
装置のキャリアおよび該第２－２遊星歯車装置のリングギヤが互いに連結されて第５回転
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要素が構成されているとともに、該第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停
止させられ、該第２回転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、該第５
回転要素は第１クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第１回転
要素は第２クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第２回転要素
は第３クラッチを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第３回転要素は第
４クラッチを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第４回転要素は出力部
材に連結されて回転を出力する第２変速部と、
　を有し、前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えることにより複数の
変速段が成立させられる
　ことを特徴とする多段変速機。
【請求項１７】
　入力部材の回転を予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、該第１
中間出力経路よりも変速比が大きく、該入力部材の回転を該第１中間出力経路よりも低回
転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第１変速部と、
　シングルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、シングルピニオン型の第２－２遊星歯車
装置、およびダブルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、該第２－１遊星歯車装置
のサンギヤおよび該第２－３遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１回転要素が
構成され、該第２－２遊星歯車装置のリングギヤおよび該第２－３遊星歯車装置のリング
ギヤが互いに連結されて第２回転要素が構成され、該第２－２遊星歯車装置のキャリアに
よって第３回転要素が構成され、該第２－１遊星歯車装置のキャリア、該第２－２遊星歯
車装置のサンギヤ、および該第２－３遊星歯車装置のキャリアが互いに連結されて第４回
転要素が構成され、該第２－１遊星歯車装置のリングギヤによって第５回転要素が構成さ
れているとともに、該第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させられ、
該第２回転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、該第５回転要素は第
１クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第１回転要素は第２ク
ラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第２回転要素は第３クラッ
チを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第３回転要素は第４クラッチを
介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第４回転要素は出力部材に連結され
て回転を出力する第２変速部と、
　を有し、前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えることにより複数の
変速段が成立させられる
　ことを特徴とする多段変速機。
【請求項１８】
　入力部材の回転を予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、該第１
中間出力経路よりも変速比が大きく、該入力部材の回転を該第１中間出力経路よりも低回
転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第１変速部と、
　ダブルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、シングルピニオン型の第２－２遊星歯車装
置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、該第２－１遊星歯車装置
のサンギヤおよび該第２－２遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１回転要素が
構成され、該第２－１遊星歯車装置のリングギヤおよび該第２－３遊星歯車装置のリング
ギヤが互いに連結されて第２回転要素が構成され、該第２－３遊星歯車装置のキャリアに
よって第３回転要素が構成され、該第２－２遊星歯車装置のキャリアおよび該第２－３遊
星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第４回転要素が構成され、該第２－１遊星歯車
装置のキャリアおよび該第２－２遊星歯車装置のリングギヤが互いに連結されて第５回転
要素が構成されているとともに、該第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停
止させられ、該第２回転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、該第５
回転要素は第１クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第１回転
要素は第２クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、該第２回転要素
は第３クラッチを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第３回転要素は第
４クラッチを介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、該第４回転要素は出力部
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材に連結されて回転を出力する第２変速部と、
　を有し、前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えることにより複数の
変速段が成立させられる
　ことを特徴とする多段変速機。
【請求項１９】
　前記第１クラッチおよび前記第２ブレーキが係合させられることによって成立する最も
大きい変速比の第１変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第１変速段よりも変速比が小さい第２変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第２クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第２変速段よりも変速比が小さい第３変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第３クラッチ、または該第１クラッチおよび前記第４クラ
ッチが係合させられることによって成立する、前記第３変速段よりも変速比が小さい第４
変速段、
　前記第３クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第４変速段よりも変速比が小さい第５変速段、
　前記第２クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第５変速段よりも変速比が小さい第６変速段、
　前記第４クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第６変速段よりも変速比が小さい第７変速段、
　前記第３クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第７変速段よりも変速比が小さい第８変速段、
　のうちの７つの変速段を用いて変速が行われる
　ことを特徴とする請求項１２～１８の何れか１項に記載の多段変速機。
【請求項２０】
　前記第１クラッチおよび前記第２ブレーキが係合させられることによって成立する最も
大きい変速比の第１変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第１変速段よりも変速比が小さい第２変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第２クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第２変速段よりも変速比が小さい第３変速段、
　前記第１クラッチおよび前記第３クラッチ、または該第１クラッチおよび前記第４クラ
ッチが係合させられることによって成立する、前記第３変速段よりも変速比が小さい第４
変速段、
　前記第３クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第４変速段よりも変速比が小さい第５変速段、
　前記第２クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前
記第５変速段よりも変速比が小さい第６変速段、
　前記第４クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第６変速段よりも変速比が小さい第７変速段、
　前記第３クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前
記第７変速段よりも変速比が小さい第８変速段、
　の８つの変速段を用いて変速が行われる
　ことを特徴とする請求項１２～１８の何れか１項に記載の多段変速機。
【請求項２１】
　前記第１変速部は、第１遊星歯車装置を有するとともに、該第１遊星歯車装置の３つの
回転要素の何れか１つが前記入力部材に連結されて回転駆動され、他の１つが回転不能に
固定され、残りの１つが中間出力部材として前記入力部材に対して減速回転させられて伝
達するように構成され、該中間出力部材を経て伝達する経路が前記第２中間出力経路で、
前記入力部材の回転を変速比１．０でそのまま伝達する経路が前記第１中間出力経路であ
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る
　ことを特徴とする請求項１～２０の何れか１項に記載の多段変速機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、正回転方向へ７段以上の変速が可能な多段変速機の改良に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　車両用の自動変速機として、複数の遊星歯車装置とクラッチおよびブレーキを用いたも
のが多用されている。そして、このような自動変速機として前進７段以上の多段変速が可
能な多段変速機が提案されている。特許文献１に記載の自動変速機はその一例で、３組ま
たは４組の遊星歯車装置を用いることにより前進９段～１２段の多段変速が可能とされて
いる。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２０６６０１号公報
【特許文献２】特開平８－１０５４９６号公報
【特許文献３】特開２０００－１９９５４９号公報
【特許文献４】特開２０００－２６６１３８号公報
【特許文献５】特開２００１－８２５５５号公報
【特許文献６】特開２００２－２２７９４０号公報
【特許文献７】特開２００２－２９５６０９号公報
【特許文献８】特許第２９５６１７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、このような多段変速機においては、(a) 全体の変速比幅が十分に広く、(b) 
各変速比のステップが等比乃至はそれに近い形で並び、(c) 係合要素（クラッチやブレー
キ）の数ができるだけ少なく、(d) それ等の係合要素の変速時の掴み替えが容易で、(e) 
遊星歯車装置の数ができるだけ少なく、(f) コンパクトに構成する上で遊星歯車装置のギ
ヤ比ρ（サンギヤの歯数／リングギヤの歯数）は０．３～０．６程度の範囲内が望ましい
が、これらの要求を総て満たすことは難しく、必ずしも十分に満足できるものではなかっ
た。例えば、前記特許文献１に記載の多段変速機は、クラッチおよびブレーキの係合要素
が７つ必要であるとともに、変速段の切換えに際して最大４つの係合要素を掴み替える必
要があり、複雑で高精度の変速制御が必要であるとともに変速ショックを生じる可能性が
ある一方、遊星歯車装置のギヤ比ρは０．２７３～０．７７８でコンパクトに構成するこ
とが難しいなどの問題があった。
【０００５】
　本発明は以上の事情を背景として為されたもので、その目的とするところは、変速比ス
テップや全体の変速比幅などの変速比特性、変速制御性、コンパクト性などの要求を高い
レベルで満足させることができる前進７段以上の変速が可能な多段変速機を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１発明は、多段変速機であって、(a) 入力部材の回転を予め定められた一定の変速比
で伝達する第１中間出力経路と、その第１中間出力経路よりも変速比が大きく、入力部材
の回転を第１中間出力経路よりも低回転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第１
変速部と、(b) 第２－１遊星歯車装置、第２－２遊星歯車装置、および第２－３遊星歯車
装置のサンギヤ、キャリア、およびリングギヤの一部が互いに連結されることによって５
つの回転要素が構成されるとともに、その５つの回転要素の回転速度を直線で表すことが
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できる共線図上においてその５つの回転要素を一端から他端へ向かって順番に第１回転要
素、第２回転要素、第３回転要素、第４回転要素、および第５回転要素とした時、第１回
転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第２回転要素は第２ブレーキ
によって選択的に回転停止させられ、第５回転要素は第１クラッチを介して前記第２中間
出力経路に選択的に連結され、第１回転要素は第２クラッチを介して前記第２中間出力経
路に選択的に連結され、第２回転要素は第３クラッチを介して前記第１中間出力経路に選
択的に連結され、第３回転要素は第４クラッチを介して前記第１中間出力経路に選択的に
連結され、第４回転要素は出力部材に連結されて回転を出力する第２変速部と、を有し、
(c) 前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えることにより複数の変速段
が成立させられることを特徴とする。
【０００７】
　第２発明は、第１発明の多段変速機において、前記クラッチおよびブレーキの係合、解
放状態を切り換えることにより正回転方向へ少なくとも７段の変速段が成立させられるこ
とを特徴とする。
【０００８】
　第３発明は、前進７段以上の変速が可能な多段変速機であって、(a) 入力部材の回転を
予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、その第１中間出力経路より
も変速比が大きく、入力部材の回転を第１中間出力経路よりも低回転で伝達する第２中間
出力経路とを備えている第１変速部と、(b) 第２－１遊星歯車装置、第２－２遊星歯車装
置、および第２－３遊星歯車装置のサンギヤ、キャリア、およびリングギヤの一部が互い
に連結されることによって５つの回転要素が構成されるとともに、その５つの回転要素の
回転速度を直線で表すことができる共線図上においてその５つの回転要素を一端から他端
へ向かって順番に第１回転要素、第２回転要素、第３回転要素、第４回転要素、および第
５回転要素とした時、その第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させら
れ、第２回転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第５回転要素は第
１クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第１回転要素は第２クラ
ッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第２回転要素は第３クラッチを
介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、第３回転要素は第４クラッチを介して
前記第１中間出力経路に選択的に連結され、第４回転要素は出力部材に連結されて回転を
出力する第２変速部と、を備えている一方、(c-1) 前記第１クラッチおよび前記第２ブレ
ーキが係合させられることによって成立する最も大きい変速比の第１変速段、(c-2) 前記
第１クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前記第１
変速段よりも変速比が小さい第２変速段、(c-3) 前記第１クラッチおよび前記第２クラッ
チが係合させられることによって成立する、前記第２変速段よりも変速比が小さい第３変
速段、(c-4) 前記第１クラッチおよび前記第３クラッチ、または該第１クラッチおよび前
記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前記第３変速段よりも変速比が
小さい第４変速段、(c-5) 前記第３クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられるこ
とによって成立する、前記第４変速段よりも変速比が小さい第５変速段、(c-6) 前記第２
クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前記第５変速
段よりも変速比が小さい第６変速段、(c-7) 前記第４クラッチおよび前記第１ブレーキが
係合させられることによって成立する、前記第６変速段よりも変速比が小さい第７変速段
、(c-8) 前記第３クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立す
る、前記第７変速段よりも変速比が小さい第８変速段、のうちの７つの変速段を用いて変
速が行われることを特徴とする。
【０００９】
　第４発明は、前進７段以上の変速が可能な多段変速機であって、(a) 入力部材の回転を
予め定められた一定の変速比で伝達する第１中間出力経路と、その第１中間出力経路より
も変速比が大きく、入力部材の回転を第１中間出力経路よりも低回転で伝達する第２中間
出力経路とを備えている第１変速部と、(b) 第２－１遊星歯車装置、第２－２遊星歯車装
置、および第２－３遊星歯車装置のサンギヤ、キャリア、およびリングギヤの一部が互い
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に連結されることによって５つの回転要素が構成されるとともに、その５つの回転要素の
回転速度を直線で表すことができる共線図上においてその５つの回転要素を一端から他端
へ向かって順番に第１回転要素、第２回転要素、第３回転要素、第４回転要素、および第
５回転要素とした時、その第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させら
れ、第２回転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第５回転要素は第
１クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第１回転要素は第２クラ
ッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第２回転要素は第３クラッチを
介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、第３回転要素は第４クラッチを介して
前記第１中間出力経路に選択的に連結され、第４回転要素は出力部材に連結されて回転を
出力する第２変速部と、を備えている一方、(c-1) 前記第１クラッチおよび前記第２ブレ
ーキが係合させられることによって成立する最も大きい変速比の第１変速段、(c-2) 前記
第１クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前記第１
変速段よりも変速比が小さい第２変速段、(c-3) 前記第１クラッチおよび前記第２クラッ
チが係合させられることによって成立する、前記第２変速段よりも変速比が小さい第３変
速段、(c-4) 前記第１クラッチおよび前記第３クラッチ、または該第１クラッチおよび前
記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前記第３変速段よりも変速比が
小さい第４変速段、(c-5) 前記第３クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられるこ
とによって成立する、前記第４変速段よりも変速比が小さい第５変速段、(c-6) 前記第２
クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前記第５変速
段よりも変速比が小さい第６変速段、(c-7) 前記第４クラッチおよび前記第１ブレーキが
係合させられることによって成立する、前記第６変速段よりも変速比が小さい第７変速段
、(c-8) 前記第３クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることによって成立す
る、前記第７変速段よりも変速比が小さい第８変速段、の８つの変速段を用いて変速が行
われることを特徴とする。
【００１０】
　第５発明は、第１発明～第４発明の何れかの多段変速機において、(a) 前記第２－１遊
星歯車装置はダブルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はシングルピニオン型で、
前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、(b) 前記第１回転要素は互いに
連結された前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤおよび前記第２－３遊星歯車装置のサン
ギヤで、前記第２回転要素は前記第２－２遊星歯車装置のリングギヤで、前記第３回転要
素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のリングギヤ、前記第２－２遊星歯車装
置のキャリア、および前記第２－３遊星歯車装置のキャリアで、前記第４回転要素は互い
に連結された前記第２－２遊星歯車装置のサンギヤおよび前記第２－３遊星歯車装置のリ
ングギヤで、前記第５回転要素は前記第２－１遊星歯車装置のキャリアであることを特徴
とする。
【００１１】
　第６発明は、第１発明～第４発明の何れかの多段変速機において、(a) 前記第２－１遊
星歯車装置はダブルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はシングルピニオン型で、
前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、(b) 前記第１回転要素は互いに
連結された前記第２－１遊星歯車装置のキャリアおよび前記第２－３遊星歯車装置のサン
ギヤで、前記第２回転要素は前記第２－２遊星歯車装置のリングギヤで、前記第３回転要
素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のリングギヤ、前記第２－２遊星歯車装
置のキャリア、および前記第２－３遊星歯車装置のキャリアで、前記第４回転要素は互い
に連結された前記第２－２遊星歯車装置のサンギヤおよび前記第２－３遊星歯車装置のリ
ングギヤで、前記第５回転要素は前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤであることを特徴
とする。
【００１２】
　第７発明は、第１発明～第４発明の何れかの多段変速機において、(a) 前記第２－１遊
星歯車装置はシングルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はダブルピニオン型で、
前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、(b) 前記第１回転要素は互いに
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連結された前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤおよび前記第２－２遊星歯車装置のサン
ギヤで、前記第２回転要素は前記第２－３遊星歯車装置のリングギヤで、前記第３回転要
素は互いに連結された前記第２－２遊星歯車装置のリングギヤおよび前記第２－３遊星歯
車装置のキャリアで、前記第４回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置の
キャリア、前記第２－２遊星歯車装置のキャリア、および前記第２－３遊星歯車装置のサ
ンギヤで、前記第５回転要素は前記第２－１遊星歯車装置のリングギヤであることを特徴
とする。
【００１３】
　第８発明は、第１発明～第４発明の何れかの多段変速機において、(a) 前記第２－１遊
星歯車装置はシングルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はダブルピニオン型で、
前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、(b) 前記第１回転要素は互いに
連結された前記第２－２遊星歯車装置のサンギヤおよび前記第２－３遊星歯車装置のサン
ギヤで、前記第２回転要素は前記第２－１遊星歯車装置のリングギヤで、前記第３回転要
素は前記第２－１遊星歯車装置のキャリアで、前記第４回転要素は互いに連結された前記
第２－１遊星歯車装置のサンギヤ、前記第２－２遊星歯車装置のリングギヤ、および前記
第２－３遊星歯車装置のキャリアで、前記第５回転要素は互いに連結された前記第２－２
遊星歯車装置のキャリアおよび前記第２－３遊星歯車装置のリングギヤであることを特徴
とする。
【００１４】
　第９発明は、第１発明～第４発明の何れかの多段変速機において、(a) 前記第２－１遊
星歯車装置はダブルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はシングルピニオン型で、
前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、(b) 前記第１回転要素は互いに
連結された前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤおよび前記第２－２遊星歯車装置のサン
ギヤで、前記第２回転要素は前記第２－３遊星歯車装置のリングギヤで、前記第３回転要
素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のリングギヤおよび前記第２－３遊星歯
車装置のキャリアで、前記第４回転要素は互いに連結された前記第２－２遊星歯車装置の
キャリアおよび前記第２－３遊星歯車装置のサンギヤで、前記第５回転要素は互いに連結
された前記第２－１遊星歯車装置のキャリアおよび前記第２－２遊星歯車装置のリングギ
ヤであることを特徴とする。
【００１５】
　第１０発明は、第１発明～第４発明の何れかの多段変速機において、(a) 前記第２－１
遊星歯車装置はシングルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はシングルピニオン型
で、前記第２－３遊星歯車装置はダブルピニオン型であり、(b) 前記第１回転要素は互い
に連結された前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤおよび前記第２－３遊星歯車装置のサ
ンギヤで、前記第２回転要素は互いに連結された前記第２－２遊星歯車装置のリングギヤ
および前記第２－３遊星歯車装置のリングギヤで、前記第３回転要素は前記第２－２遊星
歯車装置のキャリアで、前記第４回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置
のキャリア、前記第２－２遊星歯車装置のサンギヤ、および前記第２－３遊星歯車装置の
キャリアで、前記第５回転要素は前記第２－１遊星歯車装置のリングギヤであることを特
徴とする。
【００１６】
　第１１発明は、第１発明～第４発明の何れかの多段変速機において、(a) 前記第２－１
遊星歯車装置はダブルピニオン型で、前記第２－２遊星歯車装置はシングルピニオン型で
、前記第２－３遊星歯車装置はシングルピニオン型であり、(b) 前記第１回転要素は互い
に連結された前記第２－１遊星歯車装置のサンギヤおよび前記第２－１遊星歯車装置のサ
ンギヤで、前記第２回転要素は互いに連結された前記第２－１遊星歯車装置のリングギヤ
および前記第２－３遊星歯車装置のリングギヤで、前記第３回転要素は前記第２－３遊星
歯車装置のキャリアで、前記第４回転要素は互いに連結された前記第２－２遊星歯車装置
のキャリアおよび前記第２－３遊星歯車装置のサンギヤで、前記第５回転要素は互いに連
結された前記第２－１遊星歯車装置のキャリアおよび前記第２－２遊星歯車装置のリング
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ギヤであることを特徴とする。
【００１７】
　第１２発明は、多段変速機であって、(a) 入力部材の回転を予め定められた一定の変速
比で伝達する第１中間出力経路と、その第１中間出力経路よりも変速比が大きく、入力部
材の回転を第１中間出力経路よりも低回転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第
１変速部と、(b) ダブルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、シングルピニオン型の第２
－２遊星歯車装置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、第２－１
遊星歯車装置のサンギヤおよび第２－３遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１
回転要素が構成され、第２－２遊星歯車装置のリングギヤによって第２回転要素が構成さ
れ、第２－１遊星歯車装置のリングギヤ、第２－２遊星歯車装置のキャリア、および第２
－３遊星歯車装置のキャリアが互いに連結されて第３回転要素が構成され、第２－２遊星
歯車装置のサンギヤおよび第２－３遊星歯車装置のリングギヤが互いに連結されて第４回
転要素が構成され、第２－１遊星歯車装置のキャリアによって第５回転要素が構成されて
いるとともに、第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第２回
転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第５回転要素は第１クラッチ
を介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第１回転要素は第２クラッチを介し
て前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第２回転要素は第３クラッチを介して前記
第１中間出力経路に選択的に連結され、第３回転要素は第４クラッチを介して前記第１中
間出力経路に選択的に連結され、第４回転要素は出力部材に連結されて回転を出力する第
２変速部と、を有し、(c) 前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えるこ
とにより複数の変速段が成立させられることを特徴とする。
【００１８】
　第１３発明は、多段変速機であって、(a) 入力部材の回転を予め定められた一定の変速
比で伝達する第１中間出力経路と、その第１中間出力経路よりも変速比が大きく、入力部
材の回転を第１中間出力経路よりも低回転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第
１変速部と、(b) ダブルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、シングルピニオン型の第２
－２遊星歯車装置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、第２－１
遊星歯車装置のキャリアおよび第２－３遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１
回転要素が構成され、第２－２遊星歯車装置のリングギヤによって第２回転要素が構成さ
れ、第２－１遊星歯車装置のリングギヤ、第２－２遊星歯車装置のキャリア、および第２
－３遊星歯車装置のキャリアが互いに連結されて第３回転要素が構成され、第２－２遊星
歯車装置のサンギヤおよび第２－３遊星歯車装置のリングギヤが互いに連結されて第４回
転要素が構成され、第２－１遊星歯車装置のサンギヤによって第５回転要素が構成されて
いるとともに、第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第２回
転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第５回転要素は第１クラッチ
を介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第１回転要素は第２クラッチを介し
て前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第２回転要素は第３クラッチを介して前記
第１中間出力経路に選択的に連結され、第３回転要素は第４クラッチを介して前記第１中
間出力経路に選択的に連結され、第４回転要素は出力部材に連結されて回転を出力する第
２変速部と、を有し、(c) 前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えるこ
とにより複数の変速段が成立させられることを特徴とする。
【００１９】
　第１４発明は、多段変速機であって、(a) 入力部材の回転を予め定められた一定の変速
比で伝達する第１中間出力経路と、その第１中間出力経路よりも変速比が大きく、入力部
材の回転を第１中間出力経路よりも低回転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第
１変速部と、(b) シングルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、ダブルピニオン型の第２
－２遊星歯車装置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、第２－１
遊星歯車装置のサンギヤおよび第２－２遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１
回転要素が構成され、第２－３遊星歯車装置のリングギヤによって第２回転要素が構成さ
れ、第２－２遊星歯車装置のリングギヤおよび第２－３遊星歯車装置のキャリアが互いに
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連結されて第３回転要素が構成され、第２－１遊星歯車装置のキャリア、第２－２遊星歯
車装置のキャリア、および第２－３遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第４回転
要素が構成され、第２－１遊星歯車装置のリングギヤによって第５回転要素が構成されて
いるとともに、第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第２回
転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第５回転要素は第１クラッチ
を介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第１回転要素は第２クラッチを介し
て前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第２回転要素は第３クラッチを介して前記
第１中間出力経路に選択的に連結され、第３回転要素は第４クラッチを介して前記第１中
間出力経路に選択的に連結され、第４回転要素は出力部材に連結されて回転を出力する第
２変速部と、を有し、(c) 前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えるこ
とにより複数の変速段が成立させられることを特徴とする。
【００２０】
　第１５発明は、多段変速機であって、(a) 入力部材の回転を予め定められた一定の変速
比で伝達する第１中間出力経路と、その第１中間出力経路よりも変速比が大きく、入力部
材の回転を第１中間出力経路よりも低回転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第
１変速部と、(b) シングルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、ダブルピニオン型の第２
－２遊星歯車装置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、第２－２
遊星歯車装置のサンギヤおよび第２－３遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１
回転要素が構成され、第２－１遊星歯車装置のリングギヤによって第２回転要素が構成さ
れ、第２－１遊星歯車装置のキャリアによって第３回転要素が構成され、第２－１遊星歯
車装置のサンギヤ、第２－２遊星歯車装置のリングギヤ、および第２－３遊星歯車装置の
キャリアが互いに連結されて第４回転要素が構成され、第２－２遊星歯車装置のキャリア
および第２－３遊星歯車装置のリングギヤが互いに連結されて第５回転要素が構成されて
いるとともに、第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第２回
転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第５回転要素は第１クラッチ
を介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第１回転要素は第２クラッチを介し
て前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第２回転要素は第３クラッチを介して前記
第１中間出力経路に選択的に連結され、第３回転要素は第４クラッチを介して前記第１中
間出力経路に選択的に連結され、第４回転要素は出力部材に連結されて回転を出力する第
２変速部と、を有し、(c) 前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えるこ
とにより複数の変速段が成立させられることを特徴とする。
【００２１】
　第１６発明は、多段変速機であって、(a) 入力部材の回転を予め定められた一定の変速
比で伝達する第１中間出力経路と、その第１中間出力経路よりも変速比が大きく、入力部
材の回転を第１中間出力経路よりも低回転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第
１変速部と、(b) ダブルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、シングルピニオン型の第２
－２遊星歯車装置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、第２－１
遊星歯車装置のサンギヤおよび第２－２遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１
回転要素が構成され、第２－３遊星歯車装置のリングギヤによって第２回転要素が構成さ
れ、第２－１遊星歯車装置のリングギヤおよび第２－３遊星歯車装置のキャリアが互いに
連結されて第３回転要素が構成され、第２－２遊星歯車装置のキャリアおよび第２－３遊
星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第４回転要素が構成され、第２－１遊星歯車装
置のキャリアおよび第２－２遊星歯車装置のリングギヤが互いに連結されて第５回転要素
が構成されているとともに、第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させ
られ、第２回転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第５回転要素は
第１クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第１回転要素は第２ク
ラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第２回転要素は第３クラッチ
を介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、第３回転要素は第４クラッチを介し
て前記第１中間出力経路に選択的に連結され、第４回転要素は出力部材に連結されて回転
を出力する第２変速部と、を有し、(c) 前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を
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切り換えることにより複数の変速段が成立させられることを特徴とする。
【００２２】
　第１７発明は、多段変速機であって、(a) 入力部材の回転を予め定められた一定の変速
比で伝達する第１中間出力経路と、その第１中間出力経路よりも変速比が大きく、入力部
材の回転を第１中間出力経路よりも低回転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第
１変速部と、(b) シングルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、シングルピニオン型の第
２－２遊星歯車装置、およびダブルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、第２－１
遊星歯車装置のサンギヤおよび第２－３遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１
回転要素が構成され、第２－２遊星歯車装置のリングギヤおよび第２－３遊星歯車装置の
リングギヤが互いに連結されて第２回転要素が構成され、第２－２遊星歯車装置のキャリ
アによって第３回転要素が構成され、第２－１遊星歯車装置のキャリア、第２－２遊星歯
車装置のサンギヤ、および第２－３遊星歯車装置のキャリアが互いに連結されて第４回転
要素が構成され、第２－１遊星歯車装置のリングギヤによって第５回転要素が構成されて
いるとともに、第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第２回
転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第５回転要素は第１クラッチ
を介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第１回転要素は第２クラッチを介し
て前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第２回転要素は第３クラッチを介して前記
第１中間出力経路に選択的に連結され、第３回転要素は第４クラッチを介して前記第１中
間出力経路に選択的に連結され、第４回転要素は出力部材に連結されて回転を出力する第
２変速部と、を有し、(c) 前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を切り換えるこ
とにより複数の変速段が成立させられることを特徴とする。
【００２３】
　第１８発明は、多段変速機であって、(a) 入力部材の回転を予め定められた一定の変速
比で伝達する第１中間出力経路と、その第１中間出力経路よりも変速比が大きく、入力部
材の回転を第１中間出力経路よりも低回転で伝達する第２中間出力経路とを備えている第
１変速部と、(b) ダブルピニオン型の第２－１遊星歯車装置、シングルピニオン型の第２
－２遊星歯車装置、およびシングルピニオン型の第２－３遊星歯車装置を有し、第２－１
遊星歯車装置のサンギヤおよび第２－２遊星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第１
回転要素が構成され、第２－１遊星歯車装置のリングギヤおよび第２－３遊星歯車装置の
リングギヤが互いに連結されて第２回転要素が構成され、第２－３遊星歯車装置のキャリ
アによって第３回転要素が構成され、第２－２遊星歯車装置のキャリアおよび第２－３遊
星歯車装置のサンギヤが互いに連結されて第４回転要素が構成され、第２－１遊星歯車装
置のキャリアおよび第２－２遊星歯車装置のリングギヤが互いに連結されて第５回転要素
が構成されているとともに、第１回転要素は第１ブレーキによって選択的に回転停止させ
られ、第２回転要素は第２ブレーキによって選択的に回転停止させられ、第５回転要素は
第１クラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第１回転要素は第２ク
ラッチを介して前記第２中間出力経路に選択的に連結され、第２回転要素は第３クラッチ
を介して前記第１中間出力経路に選択的に連結され、第３回転要素は第４クラッチを介し
て前記第１中間出力経路に選択的に連結され、第４回転要素は出力部材に連結されて回転
を出力する第２変速部と、を有し、(c) 前記クラッチおよびブレーキの係合、解放状態を
切り換えることにより複数の変速段が成立させられることを特徴とする。
【００２４】
　第１９発明は、第１２発明～第１８発明の何れかの多段変速機において、(a) 前記第１
クラッチおよび前記第２ブレーキが係合させられることによって成立する最も大きい変速
比の第１変速段、(b) 前記第１クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることに
よって成立する、前記第１変速段よりも変速比が小さい第２変速段、(c) 前記第１クラッ
チおよび前記第２クラッチが係合させられることによって成立する、前記第２変速段より
も変速比が小さい第３変速段、(d) 前記第１クラッチおよび前記第３クラッチ、または該
第１クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前記第３
変速段よりも変速比が小さい第４変速段、(e) 前記第３クラッチおよび前記第４クラッチ
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が係合させられることによって成立する、前記第４変速段よりも変速比が小さい第５変速
段、(f) 前記第２クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立す
る、前記第５変速段よりも変速比が小さい第６変速段、(g) 前記第４クラッチおよび前記
第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前記第６変速段よりも変速比が小
さい第７変速段、(h) 前記第３クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることに
よって成立する、前記第７変速段よりも変速比が小さい第８変速段、のうちの７つまたは
８つの変速段を用いて変速が行われることを特徴とする。
【００２５】
　第２０発明は、第１２発明～第１８発明の何れかの多段変速機において、(a) 前記第１
クラッチおよび前記第２ブレーキが係合させられることによって成立する最も大きい変速
比の第１変速段、(b) 前記第１クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることに
よって成立する、前記第１変速段よりも変速比が小さい第２変速段、(c) 前記第１クラッ
チおよび前記第２クラッチが係合させられることによって成立する、前記第２変速段より
も変速比が小さい第３変速段、(d) 前記第１クラッチおよび前記第３クラッチ、または該
第１クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立する、前記第３
変速段よりも変速比が小さい第４変速段、(e) 前記第３クラッチおよび前記第４クラッチ
が係合させられることによって成立する、前記第４変速段よりも変速比が小さい第５変速
段、(f) 前記第２クラッチおよび前記第４クラッチが係合させられることによって成立す
る、前記第５変速段よりも変速比が小さい第６変速段、(g) 前記第４クラッチおよび前記
第１ブレーキが係合させられることによって成立する、前記第６変速段よりも変速比が小
さい第７変速段、(h) 前記第３クラッチおよび前記第１ブレーキが係合させられることに
よって成立する、前記第７変速段よりも変速比が小さい第８変速段、のうちの７つまたは
８つの変速段を用いて変速が行われることを特徴とする。
【００２６】
　第２１発明は、第１発明～第２０発明の何れかの多段変速機において、前記第１変速部
は、第１遊星歯車装置を有するとともに、その第１遊星歯車装置の３つの回転要素の何れ
か１つが前記入力部材に連結されて回転駆動され、他の１つが回転不能に固定され、残り
の１つが中間出力部材として前記入力部材に対して減速回転させられて伝達するように構
成され、その中間出力部材を経て伝達する経路が前記第２中間出力経路で、前記入力部材
の回転を変速比１．０でそのまま伝達する経路が前記第１中間出力経路であることを特徴
とする。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明の多段変速機は、７段以上の多段変速が、変速比が異なる２つの中間出力経路を
有する第１変速部および３組の遊星歯車装置を有する第２変速部と、４つのクラッチおよ
び２つのブレーキによって得られるため、軽量で且つコンパクトに構成できるとともに、
２つの係合要素（クラッチまたはブレーキ）の掴み替えで変速を行うことができるため、
変速制御が容易で変速ショックの発生が抑制される。
【００２８】
　第１回転要素～第５回転要素について具体的に定められている第５発明～第１８発明で
は、第２変速部の３つの遊星歯車装置のギヤ比ρを例えば０．３～０．６程度の範囲内で
適当に定めることにより、それ等の遊星歯車装置として比較的小型（小径）のものを使用
しつつ、７段以上の変速段の変速比を等比に近い形で設定することができるとともに、ト
ータルで例えば６程度の大きな変速比幅を確保できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　本発明は車両用の自動変速機に好適に適用され、例えば内燃機関等の走行用駆動源から
トルクコンバータなどの流体継手を経て回転が入力され、所定の変速比で変速して出力歯
車や出力軸などの出力部材から差動歯車装置を経て左右の駆動輪に伝達されるが、車両用
以外の自動変速機にも適用され得る。入力部材は、例えばトルクコンバータのタービン軸
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などである。
【００３０】
　自動変速機の車両に対する搭載姿勢は、自動変速機の軸線が車両の幅方向となるＦＦ（
フロントエンジン・フロントドライブ）車両などの横置き型でも、自動変速機の軸線が車
両の前後方向となるＦＲ（フロントエンジン・リヤドライブ）車両などの縦置き型でも良
い。
【００３１】
　自動変速機は、アクセル操作量や車速などの運転状態に応じて自動的に変速段を切り換
えるものでも良いが、運転者のスイッチ操作（アップダウン操作など）に従って変速段を
切り換えるものでも良い。本発明の多段変速機は、前進７段以上の多段変速が可能で、前
進８段の多段変速機に好適に適用されるが、前進６段以下の多段変速機に適用することも
できる。また、前記第２クラッチおよび前記第２ブレーキを係合させることによって逆回
転方向の後進変速段を成立させることもできる。
【００３２】
　第３発明、第１９発明のように７段で変速する場合には、第１変速段～第８変速段の中
の何れか１つを省略すれば良く、例えば第８変速段を省略して第１変速段～第７変速段を
用いたり、第１変速段を省略して第２変速段～第８変速段を用いたり、第７変速段を省略
して第１変速段～第６変速段＋第８変速段を用いたりするなど、種々の態様が可能である
。
【００３３】
　第１クラッチ～第４クラッチ、第１ブレーキ、第２ブレーキとしては、油圧シリンダに
よって摩擦係合させられる多板式や単板式、ベルト式などの油圧式摩擦係合装置が好適に
用いられるが、電磁式等の他の形式の係合装置を採用することもできる。変速制御を容易
にするため、それ等のブレーキやクラッチと並列に一方向クラッチを設けることもできる
。例えば第２ブレーキと並列に一方向クラッチを設ければ、第１クラッチを係合させるだ
けで第１変速段が成立させられ、更に第１ブレーキを係合させるだけで第２変速段へ切り
換えることができる。エンジンブレーキが必要無い場合には、第２ブレーキに代えて一方
向クラッチを設けるだけでも良い。回転を停止する点で一方向クラッチはブレーキと同様
の機能が得られるのである。この他、第１ブレーキと並列に、直列に接続されたブレーキ
および一方向クラッチを設けるなど、種々の態様が可能である。
【００３４】
　第２１発明では、第１変速部が第１遊星歯車装置を有して構成され、第１変速部の第２
中間出力経路の変速比（＝第１変速部の入力回転速度／出力回転速度）が１．０より大き
くて入力部材の回転を減速して伝達する一方、第１中間出力経路は入力部材の回転をその
まま伝達する（変速比＝１．０）が、他の発明の実施に際しては、第１中間出力経路の変
速比は必ずしも１．０である必要はなく、例えば第１中間出力経路の変速比が１．０より
小さくて入力部材の回転を増速して伝達する一方、第２中間出力経路の変速比が１．０で
入力部材の回転をそのまま伝達するようにしても良いなど、種々の態様が可能である。第
１遊星歯車装置は、例えば第２変速部と同軸上に配設される。
【００３５】
　第２１発明の第１遊星歯車装置としては、３つの回転要素としてサンギヤ、キャリア、
およびリングギヤを有するダブルピニオン型、或いはシングルピニオン型の遊星歯車装置
が好適に用いられ、それ等のサンギヤ、キャリア、およびリングギヤの何れか１つが入力
部材に連結されて回転駆動され、他の１つが回転不能に固定され、残りの１つが中間出力
部材として前記入力部材に対して減速回転させられて出力するように構成される。
【００３６】
　シングルピニオン型の遊星歯車装置を用いる場合には、キャリアに配設されるピニオン
ギヤとして、大径部および小径部を有する段付きのもの（複合遊星歯車装置）を採用する
ことも可能である。その場合は、３つの回転要素がピニオンギヤの大径部、小径部の一方
および他方に噛み合わされるサンギヤおよびリングギヤとキャリアにて構成される場合の
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他、ピニオンギヤの大径部、小径部にそれぞれ噛み合わされる一対の小径サンギヤおよび
大径サンギヤとキャリアにて構成したり、ピニオンギヤの大径部、小径部にそれぞれ噛み
合わされる一対の大径リングギヤおよび小径リングンギヤとキャリアにて構成したりする
こともできる。
【００３７】
　また、第２１発明では、第１変速部が第１遊星歯車装置を有して構成されているが、平
行軸式の変速機を用いて第１変速部を構成することもできるなど種々の態様が可能である
。平行軸式の第１変速部としては、例えば(a) 前記入力部材から回転が入力される第１軸
線と、その第１軸線と平行で前記第２変速部が配設された第２軸線とに跨がって配設され
ているとともに、(b) 前記入力部材から前記第１軸線側へ入力された回転を予め定められ
た第１変速比（＝第１軸線側の回転速度／第２軸線側の回転速度）で前記第２軸線側へ伝
達する第１動力伝達機構と、(c) 前記入力部材から前記第１軸線側へ入力された回転を前
記第１変速比よりも大きい第２変速比で前記第２軸線側へ伝達する第２動力伝達機構と、
を有して構成され、その場合は、(d) 第１動力伝達機構を経て伝達する経路が前記第１中
間出力経路に相当し、第２動力伝達機構を経て伝達する経路が前記第２中間出力経路に相
当する。
【００３８】
　上記第１軸線側から第２軸線側へ動力伝達する第１動力伝達機構、第２動力伝達機構は
、例えばカウンタギヤ対を用いて構成されるが、プーリおよびベルト、或いはスプロケッ
トおよびチェーンなどの他の伝達機構を採用することもできる。
【００３９】
　第１動力伝達機構は、例えば第１変速比＝１．０で、第１軸線側の回転をそのまま第２
軸線側へ伝達するように構成され、第２動力伝達機構の第２変速比はそれよりも大きく、
第１軸線側の回転を減速して第２軸線側へ伝達するように構成される。第１動力伝達機構
の第１変速比は１．０以外であっても良く、例えば１．０より小さくて第１軸線側の回転
を増速して第２軸線側へ伝達するように構成することも可能で、第２動力伝達機構は、そ
の第１変速比よりも大きな第２変速比、例えば１．０等で第２軸線側へ伝達するように構
成される。
【００４０】
　第２変速部は、例えば第５発明～第１８発明のように構成されるが、他の連結形態を採
用することもできる。
【００４１】
　第２変速部の第２－１遊星歯車装置～第２－３遊星歯車装置の位置関係は特に限定され
ず、例えば第２－１遊星歯車装置、第２－２遊星歯車装置、第２－３遊星歯車装置の順番
で軸方向に並べて配置することもできるが、軸方向の中央に第２－１遊星歯車装置や第２
－３遊星歯車装置を配置することもできるなど、種々の態様が可能である。クラッチやブ
レーキについても、例えば一端部に集中して配置したり、遊星歯車装置の両側に分けて配
置したりするなど、種々の態様が可能である。
【実施例】
【００４２】
　以下、本発明の実施例を図面を参照しつつ詳細に説明する。
　図１の(a) は、第１発明、第２発明、第４発明、第５発明、第１２発明、第２０発明、
第２１発明の一実施例である多段変速機としての車両用自動変速機１０の骨子図で、(b) 
は複数の変速段を成立させる際の係合要素および変速比を説明する作動表である。この車
両用自動変速機１０はＦＦ車両などの横置きとしてもＦＲ車両などの縦置きとしても用い
られるもので、ダブルピニオン型の第１遊星歯車装置１２を主体として構成されている第
１変速部１４と、ダブルピニオン型の第２遊星歯車装置１６、シングルピニオン型の第３
遊星歯車装置１８、およびシングルピニオン型の第４遊星歯車装置２０を主体として構成
されている第２変速部２２とを有し、入力軸２４の回転を変速して出力歯車２６から出力
する。入力軸２４は入力部材に相当するもので、トルクコンバータ２８のタービン軸であ
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り、走行用駆動源としての内燃機関のクランク軸３０からトルクコンバータ２８を介して
回転が入力される一方、出力歯車２６は出力部材に相当するもので、差動歯車装置などを
介して左右の駆動輪を回転駆動する。上記第２遊星歯車装置１６は第２－１遊星歯車装置
に相当し、第３遊星歯車装置１８は第２－２遊星歯車装置に相当し、第４遊星歯車装置２
０は第２－３遊星歯車装置に相当する。なお、この車両用自動変速機１０は中心線に対し
て略対称的に構成されており、図１(a) では中心線の下半分が省略されている。以下の各
実施例についても同様である。
【００４３】
　上記第１変速部１４を構成している第１遊星歯車装置１２のキャリアＣＡ１は入力軸２
４に連結されて回転駆動され、サンギヤＳ１は回転不能にケース３２に一体的に固定され
、リングギヤＲ１は中間出力部材として入力軸２４に対して減速回転させられて第２変速
部２２へ出力する。本実施例では、入力軸２４の回転をキャリアＣＡ１からそのまま第２
変速部２２へ出力する経路が、予め定められた一定の変速比で出力する第１中間出力経路
ＰＡ１で、入力軸２４からキャリアＣＡ１、そのキャリアＣＡ１に配設されたピニオンギ
ヤ、および中間出力部材としてのリングギヤＲ１を経て第２変速部２２へ出力する経路が
、第１中間出力経路ＰＡ１よりも大きい変速比で入力軸２４の回転を減速して出力する第
２中間出力経路ＰＡ２である。
【００４４】
　また、第２変速部２２を構成している第２遊星歯車装置１６、第３遊星歯車装置１８、
および第４遊星歯車装置２０は、一部が互いに連結されることによって５つの回転要素Ｒ
Ｍ１～ＲＭ５が構成されており、具体的には、第２遊星歯車装置１６のサンギヤＳ２およ
び第４遊星歯車装置２０のサンギヤＳ４が互いに連結されて第１回転要素ＲＭ１が構成さ
れ、第３遊星歯車装置１８のリングギヤＲ３によって第２回転要素ＲＭ２が構成され、第
２遊星歯車装置１６のリングギヤＲ２、第３遊星歯車装置１８のキャリアＣＡ３、および
第４遊星歯車装置２０のキャリアＣＡ４が互いに連結されて第３回転要素ＲＭ３が構成さ
れ、第３遊星歯車装置１８のサンギヤＳ３および第４遊星歯車装置２０のリングギヤＲ４
が互いに連結されて第４回転要素ＲＭ４が構成され、第２遊星歯車装置１６のキャリアＣ
Ａ２によって第５回転要素ＲＭ５が構成されている。
【００４５】
　そして、第１回転要素ＲＭ１（サンギヤＳ２、Ｓ４）は第１ブレーキＢ１によってケー
ス３２に選択的に連結されて回転停止させられ、第２回転要素ＲＭ２（リングギヤＲ３）
は第２ブレーキＢ２によってケース３２に選択的に連結されて回転停止させられ、第５回
転要素ＲＭ５（キャリアＣＡ２）は第１クラッチＣ１を介して中間出力部材である前記第
１遊星歯車装置１２のリングギヤＲ１すなわち第２中間出力経路ＰＡ２に選択的に連結さ
れ、第１回転要素ＲＭ１（サンギヤＳ２、Ｓ４）は第２クラッチＣ２を介して同じくリン
グギヤＲ１すなわち第２中間出力経路ＰＡ２に選択的に連結され、第２回転要素ＲＭ２（
リングギヤＲ３）は第３クラッチＣ３を介して入力軸２４すなわち第１中間出力経路ＰＡ
１に選択的に連結され、第３回転要素ＲＭ３（リングギヤＲ２およびキャリアＣＡ３、Ｃ
Ａ４）は第４クラッチＣ４を介して入力軸２４すなわち第１中間出力経路ＰＡ１に選択的
に連結され、第４回転要素ＲＭ４（サンギヤＳ３およびリングギヤＲ４）は前記出力歯車
２６に一体的に連結されて回転を出力するようになっている。第１ブレーキＢ１、第２ブ
レーキＢ２、第１クラッチＣ１～第４クラッチＣ４は、何れも油圧シリンダによって摩擦
係合させられる多板式の油圧式摩擦係合装置である。
【００４６】
　図２は、上記第１変速部１４および第２変速部２２の各回転要素の回転速度を直線で表
すことができる共線図であり、下の横線が回転速度「０」で、上の横線が回転速度「１．
０」すなわち入力軸２４と同じ回転速度である。また、第１変速部１４の各縦線は、左側
から順番にサンギヤＳ１、リングギヤＲ１、キャリアＣＡ１を表しており、それ等の間隔
は第１遊星歯車装置１２のギヤ比（＝サンギヤの歯数／リングギヤの歯数）ρ１に応じて
定められる。図は、ギヤ比ρ１＝０．４４５の場合である。第２変速部２２の５本の縦線
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は、左側から順番に第１回転要素ＲＭ１（サンギヤＳ２、Ｓ４）、第２回転要素ＲＭ２（
リングギヤＲ３）、第３回転要素ＲＭ３（リングギヤＲ２およびキャリアＣＡ３、ＣＡ４
）、第４回転要素ＲＭ４（サンギヤＳ３およびリングギヤＲ４）、第５回転要素ＲＭ５（
キャリアＣＡ２）を表しており、それ等の間隔は第２遊星歯車装置１６のギヤ比ρ２、第
３遊星歯車装置１８のギヤ比ρ３、および第４遊星歯車装置２０のギヤ比ρ４に応じて定
められる。図は、ギヤ比ρ２＝０．５０４、ρ３＝０．３２９、ρ４＝０．４４９の場合
である。なお、第２変速部２２の丸付き数字「１」～「５」はそれぞれ第１回転要素ＲＭ
１～第５回転要素ＲＭ５を表している。以下の各実施例も同様である。
【００４７】
　そして、この共線図から明らかなように、第１クラッチＣ１および第２ブレーキＢ２が
係合させられて、第５回転要素ＲＭ５が第１変速部１４を介して減速回転させられるとと
もに第２回転要素ＲＭ２が回転停止させられると、出力歯車２６に連結された第４回転要
素ＲＭ４は「１ｓｔ」で示す回転速度で回転させられ、最も大きい変速比（＝入力軸２４
の回転速度／出力歯車２６の回転速度）の第１変速段「１ｓｔ」が成立させられる。第１
クラッチＣ１および第１ブレーキＢ１が係合させられて、第５回転要素ＲＭ５が第１変速
部１４を介して減速回転させられるとともに第１回転要素ＲＭ１が回転停止させられると
、第４回転要素ＲＭ４は「２ｎｄ」で示す回転速度で回転させられ、第１変速段「１ｓｔ
」よりも変速比が小さい第２変速段「２ｎｄ」が成立させられる。第１クラッチＣ１およ
び第２クラッチＣ２が係合させられて、第２変速部２２が第１変速部１４を介して一体的
に減速回転させられると、第４回転要素ＲＭ４は「３ｒｄ」で示す回転速度すなわち第１
変速部１４のリングギヤＲ１と同じ回転速度で回転させられ、第２変速段「２ｎｄ」より
も変速比が小さい第３変速段「３ｒｄ」が成立させられる。第１クラッチＣ１および第３
クラッチＣ３が係合させられて、第５回転要素ＲＭ５が第１変速部１４を介して減速回転
させられるとともに第２回転要素ＲＭ２が入力軸２４と一体回転させられると、第４回転
要素ＲＭ４は「４ｔｈ」で示す回転速度で回転させられ、第３変速段「３ｒｄ」よりも変
速比が小さい第４変速段「４ｔｈ」が成立させられる。第３クラッチＣ３および第４クラ
ッチＣ４が係合させられて、第２変速部２２が入力軸２４と一体回転させられると、第４
回転要素ＲＭ４は「５ｔｈ」で示す回転速度すなわち入力軸２４と同じ回転速度で回転さ
せられ、第４変速段「４ｔｈ」よりも変速比が小さい第５変速段「５ｔｈ」が成立させら
れる。この第５変速段「５ｔｈ」の変速比は１である。第２クラッチＣ２および第４クラ
ッチＣ４が係合させられて、第１回転要素ＲＭ１が第１変速部１４を介して減速回転させ
られるとともに第３回転要素ＲＭ３が入力軸２４と一体回転させられると、第４回転要素
ＲＭ４は「６ｔｈ」で示す回転速度で回転させられ、第５変速段「５ｔｈ」よりも変速比
が小さい第６変速段「６ｔｈ」が成立させられる。第４クラッチＣ４および第１ブレーキ
Ｂ１が係合させられて、第３回転要素ＲＭ３が入力軸２４と一体回転させられるとともに
第１回転要素ＲＭ１が回転停止させられると、第４回転要素ＲＭ４は「７ｔｈ」で示す回
転速度で回転させられ、第６変速段「６ｔｈ」よりも変速比が小さい第７変速段「７ｔｈ
」が成立させられる。第３クラッチＣ３および第１ブレーキＢ１が係合させられて、第２
回転要素ＲＭ２が入力軸２４と一体回転させられるとともに第１回転要素ＲＭ１が回転停
止させられると、第４回転要素ＲＭ４は「８ｔｈ」で示す回転速度で回転させられ、第７
変速段「７ｔｈ」よりも変速比が小さい第８変速段「８ｔｈ」が成立させられる。
【００４８】
　また、第２クラッチＣ２および第２ブレーキＢ２が係合させられると、第１回転要素Ｒ
Ｍ１が第１変速部１４を介して減速回転させられるとともに第２回転要素ＲＭ２が回転停
止させられることにより、第４回転要素ＲＭ４は「Ｒｅｖ」で示す回転速度で逆回転させ
られ、後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられる。
【００４９】
　図１の(b) の作動表は、上記各変速段とクラッチＣ１～Ｃ４、ブレーキＢ１、Ｂ２の作
動状態との関係をまとめたもので、「○」は係合を表しており、空欄は解放である。各変
速段の変速比は、第１遊星歯車装置１２、第２遊星歯車装置１６、第３遊星歯車装置１８
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、第４遊星歯車装置２０の各ギヤ比ρ１～ρ４によって適宜定められ、例えばρ１＝０．
４４５、ρ２＝０．５０４、ρ３＝０．３２９、ρ４＝０．４４９とすれば、図１(b) に
示す変速比が得られ、ギヤ比ステップ（各変速段間の変速比の比）の値が略適切であると
ともにトータルの変速比幅（＝３．５１８／０．５８８）も５．９８０程度と大きく、後
進変速段「Ｒｅｖ」の変速比も適当で、全体として適切な変速比特性が得られる。
【００５０】
　このように本実施例の車両用自動変速機１０によれば、前進８段の多段変速が計４組の
遊星歯車装置１２、１６、１８、２０と４つのクラッチＣ１～Ｃ４および２つのブレーキ
Ｂ１、Ｂ２によって得られるため、軽量で且つコンパクトに構成され、車両への搭載性が
向上する。しかも、図１(b) から明らかなように、クラッチＣ１～Ｃ４およびブレーキＢ
１、Ｂ２の何れか２つを掴み替えるだけで各変速段の変速を行うことができるため、変速
制御が容易で変速ショックの発生が抑制される。
【００５１】
　また、４つの遊星歯車装置１２、１６、１８、２０のギヤ比ρ１～ρ４を０．３～０．
６の範囲内として、それ等の遊星歯車装置１２、１６、１８、２０を比較的小型（小径）
に維持しつつ、図１(b) に示すように第１変速段「１ｓｔ」～第８変速段「８ｔｈ」の変
速比を等比に近い形で設定することができるとともに、トータルで６程度の大きな変速比
幅を確保でき、且つ後進変速段「Ｒｅｖ」の変速比も大きく、全体として適切な変速比特
性が得られる。
【００５２】
　次に、本発明の他の実施例を説明する。なお、以下の実施例において前記実施例と実質
的に共通する部分には同一の符号を付して詳しい説明を省略する。
【００５３】
　前記図１および図２の実施例では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ３が係合さ
せられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていたが、図３お
よび図４に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合させ、第５回転要
素ＲＭ５を第１変速部１４を介して減速回転させるとともに第３回転要素ＲＭ３を入力軸
２４と一体回転させることにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させることもできる。この
場合も前記実施例と同様の作用効果が得られる。
【００５４】
　図５および図６は第１発明、第２発明、第４発明、第６発明、第１３発明、第２０発明
、第２１発明の一実施例であり、図５は前記図１に相当する図で、図６は前記図２に相当
する図である。この車両用自動変速機４０は前記図１および図２の車両用自動変速機１０
に比較して、第２変速部４２の構成が相違している。すなわち、第２遊星歯車装置１６の
キャリアＣＡ２および第４遊星歯車装置２０のサンギヤＳ４が互いに連結されて第１回転
要素ＲＭ１が構成され、第３遊星歯車装置１８のリングギヤＲ３によって第２回転要素Ｒ
Ｍ２が構成され、第２遊星歯車装置１６のリングギヤＲ２、第３遊星歯車装置１８のキャ
リアＣＡ３、および第４遊星歯車装置２０のキャリアＣＡ４が互いに連結されて第３回転
要素ＲＭ３が構成され、第３遊星歯車装置１８のサンギヤＳ３および第４遊星歯車装置２
０のリングギヤＲ４が互いに連結されて第４回転要素ＲＭ４が構成され、第２遊星歯車装
置１６のサンギヤＳ２によって第５回転要素ＲＭ５が構成されている。なお、クラッチＣ
１～Ｃ４、ブレーキＢ１、Ｂ２による各回転要素ＲＭ１～ＲＭ５と入力軸２４すなわち第
１中間出力経路ＰＡ１、第１遊星歯車装置１２のリングギヤＲ１すなわち第２中間出力経
路ＰＡ２、ケース３２との連結関係、および第４回転要素ＲＭ４が出力歯車２６と連結さ
れている点は、前記図１、図２の実施例と同じである。
【００５５】
　この場合も、図５(b) に示すように前記図１(b) と同じ作動表に従って第１変速段「１
ｓｔ」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられる
。また、各変速段の変速比は、第１遊星歯車装置１２、第２遊星歯車装置１６、第３遊星
歯車装置１８、第４遊星歯車装置２０の各ギヤ比ρ１～ρ４によって適宜定められ、例え
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ばρ１＝０．４４５、ρ２＝０．４９６、ρ３＝０．３２９、ρ４＝０．４４９とすれば
、図６のように前記図２と同じ共線図になって、図５(b) に示すように前記図１(b) と同
じ変速比が得られ、図１、図２の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００５６】
　一方、上記図５および図６の実施例では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ３が
係合させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていたが、
図７および図８に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合させ、第５
回転要素ＲＭ５を第１変速部１４を介して減速回転させるとともに第３回転要素ＲＭ３を
入力軸２４と一体回転させることにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させることもできる
。この場合も、第４変速段「４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図５、図６の実施
例と同様の作用効果が得られる。
【００５７】
　図９および図１０は第１発明、第２発明、第４発明、第７発明、第１４発明、第２０発
明、第２１発明の一実施例であり、図９は前記図１に相当する図で、図１０は前記図２に
相当する図である。この車両用自動変速機５０は前記図１および図２の車両用自動変速機
１０に比較して、第２変速部５２の構成が相違している。すなわち、この第２変速部５２
は、シングルピニオン型の第２遊星歯車装置５４、ダブルピニオン型の第３遊星歯車装置
５６、およびシングルピニオン型の第４遊星歯車装置５８を主体として構成されていると
ともに、第２遊星歯車装置５４のサンギヤＳ２および第３遊星歯車装置５６のサンギヤＳ
３が互いに連結されて第１回転要素ＲＭ１が構成され、第４遊星歯車装置５８のリングギ
ヤＲ４によって第２回転要素ＲＭ２が構成され、第３遊星歯車装置５６のリングギヤＲ３
および第４遊星歯車装置５８のキャリアＣＡ４が互いに連結されて第３回転要素ＲＭ３が
構成され、第２遊星歯車装置５４のキャリアＣＡ２、第３遊星歯車装置５６のキャリアＣ
Ａ３、および第４遊星歯車装置５８のサンギヤＳ４が互いに連結されて第４回転要素ＲＭ
４が構成され、第２遊星歯車装置５４のリングギヤＲ２によって第５回転要素ＲＭ５が構
成されている。また、この第２変速部５２は、ラビニヨ型のように部分的に部材が共用さ
れており、第２遊星歯車装置５４、第３遊星歯車装置５６のキャリアＣＡ２およびＣＡ３
が共通の部材にて構成されているとともに、サンギヤＳ２およびＳ３が共通の部材にて構
成されており、第２遊星歯車装置５４のピニオンギヤが第３遊星歯車装置５６の第１ピニ
オンギヤを兼ねている。なお、クラッチＣ１～Ｃ４、ブレーキＢ１、Ｂ２による各回転要
素ＲＭ１～ＲＭ５と入力軸２４すなわち第１中間出力経路ＰＡ１、第１遊星歯車装置１２
のリングギヤＲ１すなわち第２中間出力経路ＰＡ２、ケース３２との連結関係、および第
４回転要素ＲＭ４が出力歯車２６と連結されている点は、前記図１、図２の実施例と同じ
である。上記第２遊星歯車装置５４は第２－１遊星歯車装置に相当し、第３遊星歯車装置
５６は第２－２遊星歯車装置に相当し、第４遊星歯車装置５８は第２－３遊星歯車装置に
相当する。
【００５８】
　この場合も、図９(b) に示すように前記図１(b) と同じ作動表に従って第１変速段「１
ｓｔ」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられる
。また、各変速段の変速比は、第１遊星歯車装置１２、第２遊星歯車装置５４、第３遊星
歯車装置５６、第４遊星歯車装置５８の各ギヤ比ρ１～ρ４によって適宜定められ、例え
ばρ１＝０．４４５、ρ２＝０．３９２、ρ３＝０．３１０、ρ４＝０．３２９とすれば
、図１０のように前記図２と同じ共線図になって、図９(b) に示すように前記図１(b) と
同じ変速比が得られ、図１、図２の実施例と同様の作用効果が得られる。加えて、本実施
例では、第２変速部５２がラビニヨ型のように部分的に部材が共用されているため、部品
点数や軸長が一層低減される利点がある。
【００５９】
　一方、上記図９および図１０の実施例では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ３
が係合させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていたが
、図１１および図１２に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合させ
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、第５回転要素ＲＭ５を第１変速部１４を介して減速回転させるとともに第３回転要素Ｒ
Ｍ３を入力軸２４と一体回転させることにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させることも
できる。この場合も、第４変速段「４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図９、図１
０の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００６０】
　図１３および図１４は第１発明、第２発明、第４発明、第８発明、第１５発明、第２０
発明、第２１発明の一実施例であり、図１３は前記図１に相当する図で、図１４は前記図
２に相当する図である。この車両用自動変速機６０は前記図９および図１０の車両用自動
変速機５０に比較して、第２変速部６２の構成が相違している。すなわち、第３遊星歯車
装置５６のサンギヤＳ３および第４遊星歯車装置５８のサンギヤＳ４が互いに連結されて
第１回転要素ＲＭ１が構成され、第２遊星歯車装置５４のリングギヤＲ２によって第２回
転要素ＲＭ２が構成され、第２遊星歯車装置５４のキャリアＣＡ２によって第３回転要素
ＲＭ３が構成され、第２遊星歯車装置５４のサンギヤＳ２、第３遊星歯車装置５６のリン
グギヤＲ３、および第４遊星歯車装置５８のキャリアＣＡ４が互いに連結されて第４回転
要素ＲＭ４が構成され、第３遊星歯車装置５６のキャリアＣＡ３および第４遊星歯車装置
５８のリングギヤＲ４が互いに連結されて第５回転要素ＲＭ５が構成されている。なお、
クラッチＣ１～Ｃ４、ブレーキＢ１、Ｂ２による各回転要素ＲＭ１～ＲＭ５と入力軸２４
すなわち第１中間出力経路ＰＡ１、第１遊星歯車装置１２のリングギヤＲ１すなわち第２
中間出力経路ＰＡ２、ケース３２との連結関係、および第４回転要素ＲＭ４が出力歯車２
６と連結されている点は、前記図１、図２の実施例と同じである。
【００６１】
　この場合も、図１３(b) に示すように前記図１(b) と同じ作動表に従って第１変速段「
１ｓｔ」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられ
る。また、各変速段の変速比は、第１遊星歯車装置１２、第２遊星歯車装置５４、第３遊
星歯車装置５６、第４遊星歯車装置５８の各ギヤ比ρ１～ρ４によって適宜定められ、例
えばρ１＝０．４４５、ρ２＝０．３２９、ρ３＝０．２８２、ρ４＝０．３９２とすれ
ば、図１４のように前記図２と同じ共線図になって、図１３(b) に示すように前記図１(b
) と同じ変速比が得られ、図１、図２の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００６２】
　一方、上記図１３および図１４の実施例では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ
３が係合させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていた
が、図１５および図１６に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合さ
せ、第５回転要素ＲＭ５を第１変速部１４を介して減速回転させるとともに第３回転要素
ＲＭ３を入力軸２４と一体回転させることにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させること
もできる。この場合も、第４変速段「４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図１３、
図１４の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００６３】
　図１７および図１８は第１発明、第２発明、第４発明、第９発明、第１６発明、第２０
発明、第２１発明の一実施例であり、図１７は前記図１に相当する図で、図１８は前記図
２に相当する図である。この車両用自動変速機７０は前記図１および図２の車両用自動変
速機１０に比較して、第２変速部７２の構成が相違している。すなわち、第２遊星歯車装
置１６のサンギヤＳ２および第３遊星歯車装置１８のサンギヤＳ３が互いに連結されて第
１回転要素ＲＭ１が構成され、第４遊星歯車装置２０のリングギヤＲ４によって第２回転
要素ＲＭ２が構成され、第２遊星歯車装置１６のリングギヤＲ２および第４遊星歯車装置
２０のキャリアＣＡ４が互いに連結されて第３回転要素ＲＭ３が構成され、第３遊星歯車
装置１８のキャリアＣＡ３および第４遊星歯車装置２０のサンギヤＳ４が互いに連結され
て第４回転要素ＲＭ４が構成され、第２遊星歯車装置１６のキャリアＣＡ２および第３遊
星歯車装置１８のリングギヤＲ３が互いに連結されて第５回転要素ＲＭ５が構成されてい
る。なお、クラッチＣ１～Ｃ４、ブレーキＢ１、Ｂ２による各回転要素ＲＭ１～ＲＭ５と
入力軸２４すなわち第１中間出力経路ＰＡ１、第１遊星歯車装置１２のリングギヤＲ１す
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なわち第２中間出力経路ＰＡ２、ケース３２との連結関係、および第４回転要素ＲＭ４が
出力歯車２６と連結されている点は、前記図１、図２の実施例と同じである。
【００６４】
　この場合も、図１７(b) に示すように前記図１(b) と同じ作動表に従って第１変速段「
１ｓｔ」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられ
る。また、各変速段の変速比は、第１遊星歯車装置１２、第２遊星歯車装置１６、第３遊
星歯車装置１８、第４遊星歯車装置２０の各ギヤ比ρ１～ρ４によって適宜定められ、例
えばρ１＝０．４４５、ρ２＝０．５０４、ρ３＝０．３９２、ρ４＝０．３２９とすれ
ば、図１８のように前記図２と同じ共線図になって、図１７(b) に示すように前記図１(b
) と同じ変速比が得られ、図１、図２の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００６５】
　一方、上記図１７および図１８の実施例では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ
３が係合させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていた
が、図１９および図２０に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合さ
せ、第５回転要素ＲＭ５を第１変速部１４を介して減速回転させるとともに第３回転要素
ＲＭ３を入力軸２４と一体回転させることにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させること
もできる。この場合も、第４変速段「４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図１７、
図１８の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００６６】
　図２１および図２２は第１発明、第２発明、第４発明、第１０発明、第１７発明、第２
０発明、第２１発明の一実施例であり、図２１は前記図１に相当する図で、図２２は前記
図２に相当する図である。この車両用自動変速機８０は前記図１および図２の車両用自動
変速機１０に比較して、第２変速部８２の構成が相違している。すなわち、この第２変速
部８２は、シングルピニオン型の第２遊星歯車装置８４、シングルピニオン型の第３遊星
歯車装置８６、およびダブルピニオン型の第４遊星歯車装置８８を主体として構成されて
いるとともに、第２遊星歯車装置８４のサンギヤＳ２および第４遊星歯車装置８８のサン
ギヤＳ４が互いに連結されて第１回転要素ＲＭ１が構成され、第３遊星歯車装置８６のリ
ングギヤＲ３および第４遊星歯車装置８８のリングギヤＲ４が互いに連結されて第２回転
要素ＲＭ２が構成され、第３遊星歯車装置８６のキャリアＣＡ３によって第３回転要素Ｒ
Ｍ３が構成され、第２遊星歯車装置８４のキャリアＣＡ２、第３遊星歯車装置８６のサン
ギヤＳ３、および第４遊星歯車装置８８のキャリアＣＡ４が互いに連結されて第４回転要
素ＲＭ４が構成され、第２遊星歯車装置８４のリングギヤＲ２によって第５回転要素ＲＭ
５が構成されている。なお、クラッチＣ１～Ｃ４、ブレーキＢ１、Ｂ２による各回転要素
ＲＭ１～ＲＭ５と入力軸２４すなわち第１中間出力経路ＰＡ１、第１遊星歯車装置１２の
リングギヤＲ１すなわち第２中間出力経路ＰＡ２、ケース３２との連結関係、および第４
回転要素ＲＭ４が出力歯車２６と連結されている点は、前記図１、図２の実施例と同じで
ある。上記第２遊星歯車装置８４は第２－１遊星歯車装置に相当し、第３遊星歯車装置８
６は第２－２遊星歯車装置に相当し、第４遊星歯車装置８８は第２－３遊星歯車装置に相
当する。
【００６７】
　この場合も、図２１(b) に示すように前記図１(b) と同じ作動表に従って第１変速段「
１ｓｔ」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられ
る。また、各変速段の変速比は、第１遊星歯車装置１２、第２遊星歯車装置８４、第３遊
星歯車装置８６、第４遊星歯車装置８８の各ギヤ比ρ１～ρ４によって適宜定められ、例
えばρ１＝０．４４５、ρ２＝０．３９２、ρ３＝０．３２９、ρ４＝０．４１２とすれ
ば、図２２のように前記図２と同じ共線図になって、図２１(b) に示すように前記図１(b
) と同じ変速比が得られ、図１、図２の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００６８】
　一方、上記図２１および図２２の実施例では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ
３が係合させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていた
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が、図２３および図２４に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合さ
せ、第５回転要素ＲＭ５を第１変速部１４を介して減速回転させるとともに第３回転要素
ＲＭ３を入力軸２４と一体回転させることにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させること
もできる。この場合も、第４変速段「４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図２１、
図２２の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００６９】
　図２５～図２７は第１発明、第２発明、第４発明、第５発明、第１２発明、第２０発明
の一実施例である。図２５は、ＦＦ車両など車両に対して横置きに搭載する場合に好適に
用いられる車両用駆動装置１１０の骨子図で、本発明の一実施例である多段変速機として
の車両用自動変速機１１２を備えており、図２６はその車両用自動変速機１１２の複数の
変速段を成立させる際の係合要素および変速比を説明する作動表である。車両用自動変速
機１１２は、互いに平行な第１軸線Ｌ１および第２軸線Ｌ２に跨がって配設されており、
第１軸線Ｌ１上には入力軸１１４が設けられ、燃料の燃焼によって動力を発生する内燃機
関等のエンジン１１６から流体継手としてのトルクコンバータ１１８を経て動力が入力さ
れるようになっている。入力軸１１４は入力部材に相当するもので、トルクコンバータ１
１８のタービン軸である。
【００７０】
　上記第１軸線Ｌ１および第２軸線Ｌ２に跨がって第１変速部１２０が設けられていると
ともに、第２軸線Ｌ２上に第２変速部１２２が配設されている。第１変速部１２０は、第
１動力伝達機構１２４および第２動力伝達機構１２６にて構成されており、それぞれ互い
に噛み合わされた２組のカウンタギヤ対１２４ａおよび１２４ｂ、１２６ａおよび１２６
ｂを備えている。第１軸線Ｌ１側のカウンタギヤ１２４ａ、１２６ａは、何れもスプライ
ン嵌合などにより入力軸１１４に相対回転不能に配設されている一方、第２軸線Ｌ２側の
カウンタギヤ１２４ｂ、１２６ｂは軸心まわりに相対回転可能に配設されており、それぞ
れ第１変速比γ１、第２変速比γ２でカウンタギヤ１２４ａ、１２６ａからカウンタギヤ
１２４ｂ、１２６ｂへ回転が伝達される。第１変速比γ１（＝カウンタギヤ１２４ｂの歯
数／カウンタギヤ１２４ａの歯数）は第２変速比γ２（＝カウンタギヤ１２６ｂの歯数／
カウンタギヤ１２６ａの歯数）よりも小さく、本実施例では第１変速比γ１＝１．０、第
２変速比γ２＝１．８０２で、第１動力伝達機構１２４は入力軸１１４の回転を逆回転で
はあるが同じ回転速度で第２軸線Ｌ２側へ伝達する一方、第２動力伝達機構１２６は入力
軸１１４の回転を１／γ２に減速して第２軸線Ｌ２側へ伝達する。第１変速部１２０のう
ち第１動力伝達機構１２４を経て伝達する経路が第１中間出力経路に相当し、第２動力伝
達機構１２６を経て伝達する経路が第２中間出力経路に相当する。
【００７１】
　一方、第２軸線Ｌ２上に配設された第２変速部１２２は、ダブルピニオン型の第１遊星
歯車装置１２８、シングルピニオン型の第２遊星歯車装置１３０、およびシングルピニオ
ン型の第３遊星歯車装置１３２を主体として構成されている。この第２変速部１２２は実
質的に前記図１、図２の第２変速部２２と同じ構成で、第１遊星歯車装置１２８のサンギ
ヤＳ１および第３遊星歯車装置１３２のサンギヤＳ３が互いに連結されて第１回転要素Ｒ
Ｍ１が構成され、第２遊星歯車装置１３０のリングギヤＲ２によって第２回転要素ＲＭ２
が構成され、第１遊星歯車装置１２８のリングギヤＲ１、第２遊星歯車装置１３０のキャ
リアＣＡ２、および第３遊星歯車装置１３２のキャリアＣＡ３が互いに連結されて第３回
転要素ＲＭ３が構成され、第２遊星歯車装置１３０のサンギヤＳ２および第３遊星歯車装
置１３２のリングギヤＲ３が互いに連結されて第４回転要素ＲＭ４が構成され、第１遊星
歯車装置１２８のキャリアＣＡ１によって第５回転要素ＲＭ５が構成されている。上記第
１遊星歯車装置１２８は第２－１遊星歯車装置に相当し、第２遊星歯車装置１３０は第２
－２遊星歯車装置に相当し、第３遊星歯車装置１３２は第２－３遊星歯車装置に相当する
。
【００７２】
　そして、第１回転要素ＲＭ１（サンギヤＳ１、Ｓ３）は第１ブレーキＢ１によってケー
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ス１３４に選択的に連結されて回転停止させられ、第２回転要素ＲＭ２（リングギヤＲ２
）は第２ブレーキＢ２によってケース１３４に選択的に連結されて回転停止させられ、第
５回転要素ＲＭ５（キャリアＣＡ１）は第１クラッチＣ１を介して第２中間出力経路であ
る前記第２動力伝達機構１２６のカウンタギヤ１２６ｂに選択的に連結され、第１回転要
素ＲＭ１（サンギヤＳ１、Ｓ３）は第２クラッチＣ２を介して同じくカウンタギヤ１２６
ｂに選択的に連結され、第２回転要素ＲＭ２（リングギヤＲ２）は第３クラッチＣ３を介
して第１中間出力経路である前記第１動力伝達機構１２４のカウンタギヤ１２４ｂに選択
的に連結され、第３回転要素ＲＭ３（リングギヤＲ１およびキャリアＣＡ２、ＣＡ３）は
第４クラッチＣ４を介して同じくカウンタギヤ１２４ｂに選択的に連結され、第４回転要
素ＲＭ４（サンギヤＳ２およびリングギヤＲ３）は出力歯車１３６に一体的に連結されて
回転を出力するようになっている。出力歯車１３６は出力部材に相当するもので、第１軸
線Ｌ１および第２軸線Ｌ２と平行な第３軸線Ｌ３上に配設された差動歯車装置１３８のリ
ングギヤ１４０と噛み合わされて回転を伝達し、一対の車軸１４２、１４４を介して左右
の駆動輪に分配される。なお、図２５は第１軸線Ｌ１、第２軸線Ｌ２、および第３軸線Ｌ
３が同一の平面内に位置するように展開して示した図で、実際には第１軸線Ｌ１～第３軸
線Ｌ３が側面視において三角形を形成するように配置される。
【００７３】
　図２７は、上記第２変速部１２２の各回転要素ＲＭ１～ＲＭ５の回転速度を直線で表す
ことができる共線図であり、下の横線が回転速度「０」で、上の横線が１／γ１すなわち
本実施例では「１．０」で、逆回転ではあるが入力軸１１４と同じ回転速度である。また
、５本の縦線は、左側から順番に第１回転要素ＲＭ１（サンギヤＳ１、Ｓ３）、第２回転
要素ＲＭ２（リングギヤＲ２）、第３回転要素ＲＭ３（リングギヤＲ１およびキャリアＣ
Ａ２、ＣＡ３）、第４回転要素ＲＭ４（サンギヤＳ２およびリングギヤＲ３）、第５回転
要素ＲＭ５（キャリアＣＡ１）を表しており、それ等の間隔は第１遊星歯車装置１２８の
ギヤ比ρ１、第２遊星歯車装置１３０のギヤ比ρ２、および第３遊星歯車装置１３２のギ
ヤ比ρ３に応じて定められる。図は、ギヤ比ρ１＝０．５０４、ρ２＝０．３２９、ρ３
＝０．４４９の場合で、γ１＝１．０、γ２＝１．８０２であれば図２と同じ共線図にな
る。
【００７４】
　したがって、本実施例においても図２６に示すように前記図１(b) と同じ作動表に従っ
てクラッチＣ１～Ｃ４およびブレーキＢ１、Ｂ２の係合、解放状態が切り換えられること
により、第１変速段「１ｓｔ」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒ
ｅｖ」が成立させられる。また、各変速段の変速比は、第１変速部１２０の第１変速比γ
１、第２変速比γ２、および第１遊星歯車装置１２８、第２遊星歯車装置１３０、第３遊
星歯車装置１３２の各ギヤ比ρ１～ρ３によって適宜定められ、例えばγ１＝１．０、γ
２＝１．８０２、ρ１＝０．５０４、ρ２＝０．３２９、ρ３＝０．４４９とすれば、図
１(b) と同じ変速比が得られ、図１、図２の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００７５】
　また、本実施例では、第１軸線Ｌ１上にエンジン１１６、トルクコンバータ１１８、第
１変速部１２０のカウンタギヤ１２４ａ、１２６ａが配設される一方、第２軸線Ｌ２上に
第１変速部１２０のカウンタギヤ１２４ｂ、１２６ｂ、および３組の遊星歯車装置１２８
、１３０、１３２を有する第２変速部１２２が配設されているため、それ等を同一の軸線
上に配設する場合に比較して軸方向寸法を短縮でき、第１軸線Ｌ１、第２軸線Ｌ２の軸方
向が車両の幅方向となるようにＦＦ車両に対して横置きにコンパクトに搭載することがで
きる。
【００７６】
　一方、上記図２６および図２７では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ３が係合
させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていたが、図２
８および図２９に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合させ、第５
回転要素ＲＭ５を第２動力伝達機構１２６を介して回転速度１／γ２で回転させるととも
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に第３回転要素ＲＭ３を第１動力伝達機構１２４を介して回転速度１／γ１で回転させる
ことにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させることもできる。この場合も、第４変速段「
４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図２６、図２７の場合と同様の作用効果が得ら
れる。
【００７７】
　図３０～図３２は第１発明、第２発明、第４発明、第６発明、第１３発明、第２０発明
の一実施例であり、図３０は前記図２５に相当する図で、図３１は前記図２６に相当する
図で、図３２は前記図２７に相当する図である。この車両用自動変速機１５０は、前記図
２５～図２７の実施例の車両用自動変速機１１２に比較して第２変速部１５２の構成が相
違している。すなわち、前記図５および図６の実施例の第２変速部４２と実質的に同じ構
成で、第１遊星歯車装置１２８のキャリアＣＡ１および第３遊星歯車装置１３２のサンギ
ヤＳ３が互いに連結されて第１回転要素ＲＭ１が構成され、第２遊星歯車装置１３０のリ
ングギヤＲ２によって第２回転要素ＲＭ２が構成され、第１遊星歯車装置１２８のリング
ギヤＲ１、第２遊星歯車装置１３０のキャリアＣＡ２、および第３遊星歯車装置１３２の
キャリアＣＡ３が互いに連結されて第３回転要素ＲＭ３が構成され、第２遊星歯車装置１
３０のサンギヤＳ２および第３遊星歯車装置１３２のリングギヤＲ３が互いに連結されて
第４回転要素ＲＭ４が構成され、第１遊星歯車装置１２８のサンギヤＳ１によって第５回
転要素ＲＭ５が構成されている。なお、クラッチＣ１～Ｃ４、ブレーキＢ１、Ｂ２による
各回転要素ＲＭ１～ＲＭ５と第１中間出力経路である第１動力伝達機構１２４のカウンタ
ギヤ１２４ｂ、第２中間出力経路である第２動力伝達機構１２６のカウンタギヤ１２６ｂ
、ケース１３４との連結関係、および第４回転要素ＲＭ４が出力歯車１３６と連結されて
いる点は、前記図２５～図２７の実施例と同じである。
【００７８】
　この場合も、図３１に示すように前記図２６と同じ作動表に従って第１変速段「１ｓｔ
」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられる。ま
た、各変速段の変速比は、第１変速部１２０の第１変速比γ１、第２変速比γ２、および
第１遊星歯車装置１２８、第２遊星歯車装置１３０、第３遊星歯車装置１３２の各ギヤ比
ρ１～ρ３によって適宜定められ、例えばγ１＝１．０、γ２＝１．８０２、ρ１＝０．
４９６、ρ２＝０．３２９、ρ３＝０．４４９とすれば、図３２のように前記図２７と同
じ共線図になって、図３１に示すように前記図２６と同じ変速比が得られ、図２５～図２
７の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００７９】
　一方、上記図３１および図３２では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ３が係合
させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていたが、図３
３および図３４に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合させ、第５
回転要素ＲＭ５を第２動力伝達機構１２６を介して回転速度１／γ２で回転させるととも
に第３回転要素ＲＭ３を第１動力伝達機構１２４を介して回転速度１／γ１で回転させる
ことにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させることもできる。この場合も、第４変速段「
４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図３１、図３２の場合と同様の作用効果が得ら
れる。
【００８０】
　図３５～図３７は第１発明、第２発明、第４発明、第７発明、第１４発明、第２０発明
の一実施例であり、図３５は前記図２５に相当する図で、図３６は前記図２６に相当する
図で、図３７は前記図２７に相当する図である。この車両用自動変速機１６０は、前記図
２５～図２７の実施例の車両用自動変速機１１２に比較して第２変速部１６２の構成が相
違している。すなわち、前記図９および図１０の実施例の第２変速部５２と実質的に同じ
構成で、シングルピニオン型の第１遊星歯車装置１６４、ダブルピニオン型の第２遊星歯
車装置１６６、およびシングルピニオン型の第３遊星歯車装置１６８を主体として構成さ
れているとともに、第１遊星歯車装置１６４のサンギヤＳ１および第２遊星歯車装置１６
６のサンギヤＳ２が互いに連結されて第１回転要素ＲＭ１が構成され、第３遊星歯車装置
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１６８のリングギヤＲ３によって第２回転要素ＲＭ２が構成され、第２遊星歯車装置１６
６のリングギヤＲ２および第３遊星歯車装置１６８のキャリアＣＡ３が互いに連結されて
第３回転要素ＲＭ３が構成され、第１遊星歯車装置１６４のキャリアＣＡ１、第２遊星歯
車装置１６６のキャリアＣＡ２、および第３遊星歯車装置１６８のサンギヤＳ３が互いに
連結されて第４回転要素ＲＭ４が構成され、第１遊星歯車装置１６４のリングギヤＲ１に
よって第５回転要素ＲＭ５が構成されている。また、ラビニヨ型のように部分的に部材が
共用されており、第１遊星歯車装置１６４、第２遊星歯車装置１６６のキャリアＣＡ１お
よびＣＡ２が共通の部材にて構成されているとともに、サンギヤＳ１およびＳ２が共通の
部材にて構成されており、第１遊星歯車装置１６４のピニオンギヤが第２遊星歯車装置１
６６の第１ピニオンギヤを兼ねている。なお、クラッチＣ１～Ｃ４、ブレーキＢ１、Ｂ２
による各回転要素ＲＭ１～ＲＭ５と第１中間出力経路である第１動力伝達機構１２４のカ
ウンタギヤ１２４ｂ、第２中間出力経路である第２動力伝達機構１２６のカウンタギヤ１
２６ｂ、ケース１３４との連結関係、および第４回転要素ＲＭ４が出力歯車１３６と連結
されている点は、前記図２５～図２７の実施例と同じである。上記第１遊星歯車装置１６
４は第２－１遊星歯車装置に相当し、第２遊星歯車装置１６６は第２－２遊星歯車装置に
相当し、第３遊星歯車装置１６８は第２－３遊星歯車装置に相当する。
【００８１】
　この場合も、図３６に示すように前記図２６と同じ作動表に従って第１変速段「１ｓｔ
」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられる。ま
た、各変速段の変速比は、第１変速部１２０の第１変速比γ１、第２変速比γ２、および
第１遊星歯車装置１６４、第２遊星歯車装置１６６、第３遊星歯車装置１６８の各ギヤ比
ρ１～ρ３によって適宜定められ、例えばγ１＝１．０、γ２＝１．８０２、ρ１＝０．
３９２、ρ２＝０．３１０、ρ３＝０．３２９とすれば、図３７のように前記図２７と同
じ共線図になって、図３６に示すように前記図２６と同じ変速比が得られ、図２５～図２
７の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００８２】
　一方、上記図３６および図３７では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ３が係合
させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていたが、図３
８および図３９に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合させ、第５
回転要素ＲＭ５を第２動力伝達機構１２６を介して回転速度１／γ２で回転させるととも
に第３回転要素ＲＭ３を第１動力伝達機構１２４を介して回転速度１／γ１で回転させる
ことにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させることもできる。この場合も、第４変速段「
４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図３６、図３７の場合と同様の作用効果が得ら
れる。
【００８３】
　図４０～図４２は第１発明、第２発明、第４発明、第８発明、第１５発明、第２０発明
の一実施例であり、図４０は前記図２５に相当する図で、図４１は前記図２６に相当する
図で、図４２は前記図２７に相当する図である。この車両用自動変速機１７０は、前記図
３５～図３７の実施例の車両用自動変速機１６０に比較して第２変速部１７２の構成が相
違している。すなわち、前記図１３および図１４の実施例の第２変速部６２と実質的に同
じ構成で、第２遊星歯車装置１６６のサンギヤＳ２および第３遊星歯車装置１６８のサン
ギヤＳ３が互いに連結されて第１回転要素ＲＭ１が構成され、第１遊星歯車装置１６４の
リングギヤＲ１によって第２回転要素ＲＭ２が構成され、第１遊星歯車装置１６４のキャ
リアＣＡ１によって第３回転要素ＲＭ３が構成され、第１遊星歯車装置１６４のサンギヤ
Ｓ１、第２遊星歯車装置１６６のリングギヤＲ２、および第３遊星歯車装置１６８のキャ
リアＣＡ３が互いに連結されて第４回転要素ＲＭ４が構成され、第２遊星歯車装置１６６
のキャリアＣＡ２および第３遊星歯車装置１６８のリングギヤＲ３が互いに連結されて第
５回転要素ＲＭ５が構成されている。なお、クラッチＣ１～Ｃ４、ブレーキＢ１、Ｂ２に
よる各回転要素ＲＭ１～ＲＭ５と第１中間出力経路である第１動力伝達機構１２４のカウ
ンタギヤ１２４ｂ、第２中間出力経路である第２動力伝達機構１２６のカウンタギヤ１２
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６ｂ、ケース１３４との連結関係、および第４回転要素ＲＭ４が出力歯車１３６と連結さ
れている点は、前記図２５～図２７の実施例と同じである。
【００８４】
　この場合も、図４１に示すように前記図２６と同じ作動表に従って第１変速段「１ｓｔ
」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられる。ま
た、各変速段の変速比は、第１変速部１２０の第１変速比γ１、第２変速比γ２、および
第１遊星歯車装置１６４、第２遊星歯車装置１６６、第３遊星歯車装置１６８の各ギヤ比
ρ１～ρ３によって適宜定められ、例えばγ１＝１．０、γ２＝１．８０２、ρ１＝０．
３２９、ρ２＝０．２８２、ρ３＝０．３９２とすれば、図４２のように前記図２７と同
じ共線図になって、図４１に示すように前記図２６と同じ変速比が得られ、図２５～図２
７の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００８５】
　一方、上記図４１および図４２では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ３が係合
させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていたが、図４
３および図４４に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合させ、第５
回転要素ＲＭ５を第２動力伝達機構１２６を介して回転速度１／γ２で回転させるととも
に第３回転要素ＲＭ３を第１動力伝達機構１２４を介して回転速度１／γ１で回転させる
ことにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させることもできる。この場合も、第４変速段「
４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図４１、図４２の場合と同様の作用効果が得ら
れる。
【００８６】
　図４５～図４７は第１発明、第２発明、第４発明、第９発明、第１６発明、第２０発明
の一実施例であり、図４５は前記図２５に相当する図で、図４６は前記図２６に相当する
図で、図４７は前記図２７に相当する図である。この車両用自動変速機１８０は、前記図
２５～図２７の実施例の車両用自動変速機１１２に比較して第２変速部１８２の構成が相
違している。すなわち、前記図１７および図１８の実施例の第２変速部７２と実質的に同
じ構成で、第１遊星歯車装置１２８のサンギヤＳ１および第２遊星歯車装置１３０のサン
ギヤＳ２が互いに連結されて第１回転要素ＲＭ１が構成され、第３遊星歯車装置１３２の
リングギヤＲ３によって第２回転要素ＲＭ２が構成され、第１遊星歯車装置１２８のリン
グギヤＲ１および第３遊星歯車装置１３２のキャリアＣＡ３が互いに連結されて第３回転
要素ＲＭ３が構成され、第２遊星歯車装置１３０のキャリアＣＡ２および第３遊星歯車装
置１３２のサンギヤＳ３が互いに連結されて第４回転要素ＲＭ４が構成され、第１遊星歯
車装置１２８のキャリアＣＡ１および第２遊星歯車装置１３０のリングギヤＲ２が互いに
連結されて第５回転要素ＲＭ５が構成されている。なお、クラッチＣ１～Ｃ４、ブレーキ
Ｂ１、Ｂ２による各回転要素ＲＭ１～ＲＭ５と第１中間出力経路である第１動力伝達機構
１２４のカウンタギヤ１２４ｂ、第２中間出力経路である第２動力伝達機構１２６のカウ
ンタギヤ１２６ｂ、ケース１３４との連結関係、および第４回転要素ＲＭ４が出力歯車１
３６と連結されている点は、前記図２５～図２７の実施例と同じである。
【００８７】
　この場合も、図４６に示すように前記図２６と同じ作動表に従って第１変速段「１ｓｔ
」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられる。ま
た、各変速段の変速比は、第１変速部１２０の第１変速比γ１、第２変速比γ２、および
第１遊星歯車装置１２８、第２遊星歯車装置１３０、第３遊星歯車装置１３２の各ギヤ比
ρ１～ρ３によって適宜定められ、例えばγ１＝１．０、γ２＝１．８０２、ρ１＝０．
５０４、ρ２＝０．３９２、ρ３＝０．３２９とすれば、図４７のように前記図２７と同
じ共線図になって、図４６に示すように前記図２６と同じ変速比が得られ、図２５～図２
７の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００８８】
　一方、上記図４６および図４７では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ３が係合
させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていたが、図４
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８および図４９に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合させ、第５
回転要素ＲＭ５を第２動力伝達機構１２６を介して回転速度１／γ２で回転させるととも
に第３回転要素ＲＭ３を第１動力伝達機構１２４を介して回転速度１／γ１で回転させる
ことにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させることもできる。この場合も、第４変速段「
４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図４６、図４７の場合と同様の作用効果が得ら
れる。
【００８９】
　図５０～図５２は第１発明、第２発明、第４発明、第１０発明、第１７発明、第２０発
明の一実施例であり、図５０は前記図２５に相当する図で、図５１は前記図２６に相当す
る図で、図５２は前記図２７に相当する図である。この車両用自動変速機１９０は、前記
図２５～図２７の実施例の車両用自動変速機１１２に比較して第２変速部１９２の構成が
相違している。すなわち、前記図２１および図２２の実施例の第２変速部８２と実質的に
同じ構成で、シングルピニオン型の第１遊星歯車装置１９４、シングルピニオン型の第２
遊星歯車装置１９６、およびダブルピニオン型の第３遊星歯車装置１９８を主体として構
成されているとともに、第１遊星歯車装置１９４のサンギヤＳ１および第３遊星歯車装置
１９８のサンギヤＳ３が互いに連結されて第１回転要素ＲＭ１が構成され、第２遊星歯車
装置１９６のリングギヤＲ２および第３遊星歯車装置１９８のリングギヤＲ３が互いに連
結されて第２回転要素ＲＭ２が構成され、第２遊星歯車装置１９６のキャリアＣＡ２によ
って第３回転要素ＲＭ３が構成され、第１遊星歯車装置１９４のキャリアＣＡ１、第２遊
星歯車装置１９６のサンギヤＳ２、および第３遊星歯車装置１９８のキャリアＣＡ３が互
いに連結されて第４回転要素ＲＭ４が構成され、第１遊星歯車装置１９４のリングギヤＲ
１によって第５回転要素ＲＭ５が構成されている。なお、クラッチＣ１～Ｃ４、ブレーキ
Ｂ１、Ｂ２による各回転要素ＲＭ１～ＲＭ５と第１中間出力経路である第１動力伝達機構
１２４のカウンタギヤ１２４ｂ、第２中間出力経路である第２動力伝達機構１２６のカウ
ンタギヤ１２６ｂ、ケース１３４との連結関係、および第４回転要素ＲＭ４が出力歯車１
３６と連結されている点は、前記図２５～図２７の実施例と同じである。
【００９０】
　この場合も、図５１に示すように前記図２６と同じ作動表に従って第１変速段「１ｓｔ
」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられる。ま
た、各変速段の変速比は、第１変速部１２０の第１変速比γ１、第２変速比γ２、および
第１遊星歯車装置１９４、第２遊星歯車装置１９６、第３遊星歯車装置１９８の各ギヤ比
ρ１～ρ３によって適宜定められ、例えばγ１＝１．０、γ２＝１．８０２、ρ１＝０．
３９２、ρ２＝０．３２９、ρ３＝０．４１２とすれば、図５２のように前記図２７と同
じ共線図になって、図５１に示すように前記図２６と同じ変速比が得られ、図２５～図２
７の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００９１】
　一方、上記図５１および図５２では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ３が係合
させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていたが、図５
３および図５４に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合させ、第５
回転要素ＲＭ５を第２動力伝達機構１２６を介して回転速度１／γ２で回転させるととも
に第３回転要素ＲＭ３を第１動力伝達機構１２４を介して回転速度１／γ１で回転させる
ことにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させることもできる。この場合も、第４変速段「
４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図５１、図５２の場合と同様の作用効果が得ら
れる。
【００９２】
　図５５～図５７は第１発明、第２発明、第４発明、第１１発明、第１８発明、第２０発
明の一実施例であり、図５５は前記図２５に相当する図で、図５６は前記図２６に相当す
る図で、図５７は前記図２７に相当する図である。この車両用自動変速機２００は、前記
図２５～図２７の実施例の車両用自動変速機１１２に比較して第２変速部２０２の構成が
相違している。すなわち、第１遊星歯車装置１２８のサンギヤＳ１および第２遊星歯車装
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置１３０のサンギヤＳ２が互いに連結されて第１回転要素ＲＭ１が構成され、第１遊星歯
車装置１２８のリングギヤＲ１および第３遊星歯車装置１３２のリングギヤＲ３が互いに
連結されて第２回転要素ＲＭ２が構成され、第３遊星歯車装置１３２のキャリアＣＡ３に
よって第３回転要素ＲＭ３が構成され、第２遊星歯車装置１３０のキャリアＣＡ２および
第３遊星歯車装置１３２のサンギヤＳ３が互いに連結されて第４回転要素ＲＭ４が構成さ
れ、第１遊星歯車装置１２８のキャリアＣＡ１および第２遊星歯車装置１３０のリングギ
ヤＲ２が互いに連結されて第５回転要素ＲＭ５が構成されている。なお、クラッチＣ１～
Ｃ４、ブレーキＢ１、Ｂ２による各回転要素ＲＭ１～ＲＭ５と第１中間出力経路である第
１動力伝達機構１２４のカウンタギヤ１２４ｂ、第２中間出力経路である第２動力伝達機
構１２６のカウンタギヤ１２６ｂ、ケース１３４との連結関係、および第４回転要素ＲＭ
４が出力歯車１３６と連結されている点は、前記図２５～図２７の実施例と同じである。
但し、この実施例では第１動力伝達機構１２４と第２動力伝達機構１２６とが軸方向に離
間して配設され、それ等の間に第２変速部２０２が配設されている。
【００９３】
　この場合も、図５６に示すように前記図２６と同じ作動表に従って第１変速段「１ｓｔ
」～第８変速段「８ｔｈ」の前進８段および後進変速段「Ｒｅｖ」が成立させられる。ま
た、各変速段の変速比は、第１変速部１２０の第１変速比γ１、第２変速比γ２、および
第１遊星歯車装置１２８、第２遊星歯車装置１３０、第３遊星歯車装置１３２の各ギヤ比
ρ１～ρ３によって適宜定められ、例えばγ１＝１．０、γ２＝１．８０２、ρ１＝０．
５７７、ρ２＝０．３９２、ρ３＝０．３２９とすれば、図５７のように前記図２７と同
じ共線図になって、図５６に示すように前記図２６と同じ変速比が得られ、図２５～図２
７の実施例と同様の作用効果が得られる。
【００９４】
　一方、上記図５６および図５７では、第１クラッチＣ１および第３クラッチＣ３が係合
させられることにより第４変速段「４ｔｈ」が成立させられるようになっていたが、図５
８および図５９に示すように第１クラッチＣ１および第４クラッチＣ４を係合させ、第５
回転要素ＲＭ５を第２動力伝達機構１２６を介して回転速度１／γ２で回転させるととも
に第３回転要素ＲＭ３を第１動力伝達機構１２４を介して回転速度１／γ１で回転させる
ことにより第４変速段「４ｔｈ」を成立させることもできる。この場合も、第４変速段「
４ｔｈ」の変速比が僅かに異なるだけで、図５６、図５７の場合と同様の作用効果が得ら
れる。
【００９５】
　図６０の車両用自動変速機２１０は、前記図３５の車両用自動変速機１６０において差
動歯車装置１３８を第２軸線Ｌ２上に配置した場合で、第２変速部１６２を挟んで第１変
速部１２０と反対側すなわちエンジン１１６と同じ側に、その第２変速部１６２に隣接し
て配設されている。そして、第２変速部１６２の第４回転要素ＲＭ４（キャリアＣＡ１、
ＣＡ２およびサンギヤＳ３）は、差動歯車装置１３８のデファレンシャルケース２０４に
連結されているとともに、一方の車軸１４４は第２変速部１６２の中心部を挿通させられ
るとともに、更に第１動力伝達機構１２４および第２動力伝達機構１２６のそれぞれのカ
ウンタギヤ１２４ｂ、１２６ｂの中心部を挿通させられて反対側へ突き出している。デフ
ァレンシャルケース２０４は出力部材に相当する。
【００９６】
　このようにすれば、第２軸線Ｌ２の軸方向寸法が大きくなるものの、車両用自動変速機
２１０を含む車両用駆動装置全体を２軸で構成できるため、一層コンパクトに構成されて
車両に対する搭載性が更に向上する。
【００９７】
　なお、図６０では図３５の実施例を２軸で構成した場合について説明したが、図２５、
図３０、図４０、図４５、図５０、図５５の各実施例においても、同様に差動歯車装置１
３８を第２軸線Ｌ２上に配置して２軸で構成することが可能である。
【００９８】
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　また、前記実施例では何れも前進８段変速の場合について説明したが、例えば第１変速
段「１ｓｔ」～第７変速段「７ｔｈ」、第２変速段「２ｎｄ」～第８変速段「８ｔｈ」、
或いは第１変速段「１ｓｔ」～第６変速段「６ｔｈ」＋第８変速段「８ｔｈ」などの前進
７段で変速を行うことも可能である。
【００９９】
　以上、本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明したが、これ等はあくまでも一実施
形態であり、本発明は当業者の知識に基づいて種々の変更，改良を加えた態様で実施する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】本発明の一実施例である車両用自動変速機を説明する図で、(a) は骨子図、(b) 
は各変速段を成立させるための係合要素を説明する作動表である。
【図２】図１の実施例の共線図である。
【図３】図１の実施例に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する図で、図
１(b) に相当する作動表である。
【図４】図３の実施例の共線図である。
【図５】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図１の実施例に比較して第２変速部が
異なる場合であり、図１に相当する図である。
【図６】図５の実施例の共線図である。
【図７】図５の実施例に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する図で、図
５(b) に相当する作動表である。
【図８】図７の実施例の共線図である。
【図９】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図１の実施例に比較して第２変速部が
異なる場合であり、図１に相当する図である。
【図１０】図９の実施例の共線図である。
【図１１】図９の実施例に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する図で、
図９(b) に相当する作動表である。
【図１２】図１１の実施例の共線図である。
【図１３】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図１の実施例に比較して第２変速部
が異なる場合であり、図１に相当する図である。
【図１４】図１３の実施例の共線図である。
【図１５】図１３の実施例に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する図で
、図１３(b) に相当する作動表である。
【図１６】図１５の実施例の共線図である。
【図１７】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図１の実施例に比較して第２変速部
が異なる場合であり、図１に相当する図である。
【図１８】図１７の実施例の共線図である。
【図１９】図１７の実施例に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する図で
、図１７(b) に相当する作動表である。
【図２０】図１９の実施例の共線図である。
【図２１】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図１の実施例に比較して第２変速部
が異なる場合であり、図１に相当する図である。
【図２２】図２１の実施例の共線図である。
【図２３】図２１の実施例に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する図で
、図２１(b) に相当する作動表である。
【図２４】図２３の実施例の共線図である。
【図２５】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図１の実施例に比較して第１変速部
が平行な２軸に跨がって配設されたカウンタギヤタイプの場合であり、エンジン等を含む
車両用駆動装置全体の骨子図である。
【図２６】図２５の実施例の作動表である。
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【図２７】図２５の実施例の共線図である。
【図２８】図２６に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する作動表である
。
【図２９】図２８の実施例の共線図である。
【図３０】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図２５の実施例に比較して第２変速
部が異なる場合であり、図２５に相当する骨子図である。
【図３１】図３０の実施例の作動表である。
【図３２】図３０の実施例の共線図である。
【図３３】図３１に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する作動表である
。
【図３４】図３３の実施例の共線図である。
【図３５】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図２５の実施例に比較して第２変速
部が異なる場合であり、図２５に相当する骨子図である。
【図３６】図３５の実施例の作動表である。
【図３７】図３５の実施例の共線図である。
【図３８】図３６に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する作動表である
。
【図３９】図３８の実施例の共線図である。
【図４０】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図２５の実施例に比較して第２変速
部が異なる場合であり、図２５に相当する骨子図である。
【図４１】図４０の実施例の作動表である。
【図４２】図４０の実施例の共線図である。
【図４３】図４１に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する作動表である
。
【図４４】図４３の実施例の共線図である。
【図４５】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図２５の実施例に比較して第２変速
部が異なる場合であり、図２５に相当する骨子図である。
【図４６】図４５の実施例の作動表である。
【図４７】図４５の実施例の共線図である。
【図４８】図４６に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する作動表である
。
【図４９】図４８の実施例の共線図である。
【図５０】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図２５の実施例に比較して第２変速
部が異なる場合であり、図２５に相当する骨子図である。
【図５１】図５０の実施例の作動表である。
【図５２】図５０の実施例の共線図である。
【図５３】図５１に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する作動表である
。
【図５４】図５３の実施例の共線図である。
【図５５】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図２５の実施例に比較して第２変速
部が異なる場合であり、図２５に相当する骨子図である。
【図５６】図５５の実施例の作動表である。
【図５７】図５５の実施例の共線図である。
【図５８】図５６に比較して第４変速段の係合要素が異なる場合を説明する作動表である
。
【図５９】図５８の実施例の共線図である。
【図６０】本発明の更に別の実施例を説明する図で、図３５の実施例に比較して駆動装置
全体を２軸で構成した場合であり、図３５に相当する骨子図である。
【符号の説明】
【０１０１】
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　１０、４０、５０、６０、７０、８０、１１２、１５０、１６０、１７０、１８０、１
９０、２００、２１０：車両用自動変速機（多段変速機）　　１２：第１遊星歯車装置　
　１４、１２０：第１変速部　　１６、５４、８４：第２遊星歯車装置（第２－１遊星歯
車装置）　　１８、５６、８６：第３遊星歯車装置（第２－２遊星歯車装置）　　２０、
５８、８８：第４遊星歯車装置（第２－３遊星歯車装置）　　２２、４２、５２、６２、
７２、８２、１２２、１５２、１６２、１７２、１８２、１９２、２０２：第２変速部　
　２４、１１４：入力軸（入力部材）　　２６、１３６：出力歯車（出力部材）　　１２
４：第１動力伝達機構（第１中間出力経路）　　１２６：第２動力伝達機構（第２中間出
力経路）　　１２８、１６４、１９４：第１遊星歯車装置（第２－１遊星歯車装置）　　
１３０、１６６、１９６：第２遊星歯車装置（第２－２遊星歯車装置）　　１３２、１６
８、１９８：第３遊星歯車装置（第２－３遊星歯車装置）　　２０４：デファレンシャル
ケース（出力部材）　　ＰＡ１：第１中間出力経路　　ＰＡ２：第２中間出力経路　　Ｒ
Ｍ１：第１回転要素　　ＲＭ２：第２回転要素　　ＲＭ３：第３回転要素　　ＲＭ４：第
４回転要素　　ＲＭ５：第５回転要素　　Ｃ１：第１クラッチ　　Ｃ２：第２クラッチ　
　Ｃ３：第３クラッチ　　Ｃ４：第４クラッチ　　Ｂ１：第１ブレーキ　　Ｂ２：第２ブ
レーキ

【図１】 【図２】

【図３】



(35) JP 4148061 B2 2008.9.10

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(36) JP 4148061 B2 2008.9.10

【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】 【図１３】



(37) JP 4148061 B2 2008.9.10

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】 【図１８】

【図１９】



(38) JP 4148061 B2 2008.9.10

【図２０】 【図２１】

【図２２】

【図２３】

【図２４】



(39) JP 4148061 B2 2008.9.10

【図２５】 【図２６】

【図２７】

【図２８】

【図２９】

【図３０】



(40) JP 4148061 B2 2008.9.10

【図３１】

【図３２】

【図３３】

【図３４】

【図３５】 【図３６】

【図３７】



(41) JP 4148061 B2 2008.9.10

【図３８】

【図３９】

【図４０】

【図４１】

【図４２】

【図４３】

【図４４】



(42) JP 4148061 B2 2008.9.10

【図４５】 【図４６】

【図４７】

【図４８】

【図４９】

【図５０】



(43) JP 4148061 B2 2008.9.10

【図５１】

【図５２】

【図５３】

【図５４】

【図５５】 【図５６】

【図５７】



(44) JP 4148061 B2 2008.9.10

【図５８】

【図５９】

【図６０】



(45) JP 4148061 B2 2008.9.10

10

フロントページの続き

(72)発明者  本多　敦
            愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内
(72)発明者  安倍　晶治
            愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内
(72)発明者  太田　博文
            愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内

    審査官  鈴木　充

(56)参考文献  特開平３－７４６６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１３０１５２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ１６Ｈ　　　３／００－３／７８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

